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大学院の規模
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（２）在学者の状況

（１）大学院を置く大学
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公立：８７％
私立：７６％

（平成２０年５月１日現在）

（平成２１年５月１日現在）

出典：全国大学一覧(平成20年度)

出典：学校基本調査

カッコ内は専門職大学院を置く大学

■ 日本の大学院の現状
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区分

研究科数

修士課程のみ

 
の専攻を置く

博士課程（５年

 
一貫制）の専攻

 
を置く

博士課程（区分

 
制）の専攻を置く
（前期・後期両方）

博士課程（区分

 
制）の専攻を置く
（後期３年のみ）

博士課程（医歯

 
獣医学）の専攻

 
を置く

専門職学位課

 
程の専攻を置く

全体

国立 202 11 196 84 51 46 590 

公立 65 0 76 16 10 5 172 

私立 497 5 571 115 51 92 1,331 

計 764 16 843 215 112 143 2,093 

※同一研究科内で、複数の専攻が置かれている場合が多数あるため、実際の研究科数と合計は一致しない。

区分

専攻数

修士課程のみを

 
置く

博士課程（５年一貫

 
制）を置く

博士課程（区分制）

 
を置く

博士課程（後期３年の

 
み）を置く

博士課程（医歯獣医

 
学）を置く

専門職学位課程

 
を置く

全体

国立 780 34 650 201 134 48 1,847

公立 124 0 132 17 26 5 304

私立 849 11 1,088 152 139 96 2,335

計 1,753 45 1,870 370 299 149 4,486

博士課程後期

 

2,584 専攻

出典：全国大学一覧（平成１９年度）

■

 
大学院研究科、専攻数について

実際の
研究科数

466

145

1,120

1,731
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■ 学問分野別の大学院学生数について

合計
167,043人

合計
73,565人

合計
23,381人

出典：学校基本調査

人文学
7,307

人文学
12,588

社会科学
20,310

社会科学
7,137

社会科学
18,687

理学
5,135

理学
13,690

工学
13,572

工学
66,492

農学
3,945

農学
9,152

保健
24,253

保健
13,894

教育
2,122

教育
10,802

その他
10,094

その他
21,738

人文学
203

工学
305

保健
219

教育
1,380

その他
964

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

専門職学
位在籍者
数（Ｈ２１）

博士在籍者
数（Ｈ２１）

修士在籍者
数（Ｈ２１）

11.2%7.5% 8.2% 39.8% 5.5% 8.3% 6.5% 13.0%

9.9% 9.7% 7.0% 18.4% 5.4% 33.0% 2.9% 13.7%

86.9%
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16,771

27,714

33,560

35,781

48,147

61,884

68,739

76,954

86,891

99,449

109,649

115,902

119,406

123,255

132,118

142,830

150,797

155,267

159,481

162,712

164,551

165,525

165,219

165,422

167,403

11,683

13,243

14,904

18,211

21,541

28,354

29,911

32,154

35,469

39,303

43,774

48,448

52,141

55,646

59,007

62,481

65,525

68,245

71,363

73,446

74,909

75,365

74,811

74,231

73,565

8,305 7,429

23,381

23,033

22,083

20,159

6 4 5

7 ,866

15,023

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000 300,000

S35
S40
S45
S50
S55
S60
Ｈ2
Ｈ3
Ｈ4
Ｈ5
Ｈ6
Ｈ7
Ｈ8
Ｈ9

Ｈ10
Ｈ11
Ｈ12
Ｈ13
Ｈ14
Ｈ15
Ｈ16
Ｈ17
Ｈ18
Ｈ19
Ｈ20
Ｈ21

修士課程

博士課程

専門職学位課程

15,734

28,454

40,957

48,464

53,992

69,688

90,238

109,108

122,360

138,752

153,423

164,350

171,547

178,901

191,125

205,311

216,322

223,512

231,489

98,650

244,024

254,483

261,049

262,113

262,686

264,349

約 ２ ． ７倍

約 ２ ． １倍

※ 在学者数
「修士課程」：修士課程，区分制博士課程（前期２年課程）及び５年一貫制博士課程（１，２年次）
「博士課程」：区分制博士課程（後期３年課程），医歯獣医学の博士課程及び５年一貫制博士課程（３～５年次）
通信教育を行う課程を除く

出典：学校基本調査

■ 大学院在学者数の推移

（人）

（各年度5月1日現在）
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■

 
主要国の大学院の規模の国際比較

（117万人） （32万人）
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25.2%

9.2%

10.2%

9.8%

42.1%

37.4%

35.6%

12.8%

10.9%

3.3%

8.8%

26.5%

9.6%

0.7%

0.8%

5.8%

5.2%

8.6%

6.5%

29.4%

42.1%

9.0% 7.3%

6.6%

22.9%

0.3%

0.4%

1.0%

2.2%

2.6%

7.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

フランス

イギ リス

ア メリカ

日本

人文 ・芸術 法経等 理学 工 学 農学 医・歯・薬・保健 教 育・教員養成 家政 そ の他

■理学・工学・農学（フランスについては、理学・工学・農学の３分野をまとめた数値である。）

（注）

日本：当該年度の４月から翌年３月までの修士号取得者数を計上したものである。

アメリカ：標記年９月から始まる年度における学位取得者数。

イギリス：標記年（暦年）における大学及び高等教育カレッジの上級学位取得者数。１９９５年まで含まれていなかった公開大学を含み，また，「その他」に含まれていた建築は「工学」に含めたため，それ以前の数値とは対応しない。

「その他」はマスコミュニケーション・情報科学及び学際研究等である。外国人学生を含む。

フランス：標記年（暦年）における修士号（通算５年）の取得者数。

7,276人
（57人）

9,499人
（74人）

6,518人
（51人）

31,252人
（245人）

4,339人
（34人）

4,851人
（38人）

4,931人
（39人）

283人 5,261人

60,759人
（205人）

211,543人
（715人）

19,333人
（65人）

56,829人
（192人）

4,640人
（16人）

51,380人
（193人）

174,620人
（590人）

1,983人 12,978人

合計
74,210人
（581人）

合計
594,065人
（2,008人）

※ カッコ内は、人口100万人当たりの人数

16,800人
（279人）

68,000人
（1,129人）

19,900人
（330人）

16,400人
（272人）

1,200人
（20人）

13,200人
（219人）

41,600人
（691人）

4,700人
合計

181,800人
（3,018人）

22,870人
（374人）

38,149人
（624人）

24,053人
（393人）

4,674人
（76人）

879人
合計

90,625人
（1,482人）

■

 
学位取得者の専攻分野別構成（修士課程・国別）（2005年）
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10.9%

24.0%

13.3%

19.8%

5.3%

14.7%

12.2%

13.3%

12.1%

5.6%

25.9%

36.4%

20.6%

9.4%

9.0%

14.5%

24.1%

4.6%

1.8%

2.1%

7.6%

33.0%

15.8%

12.7%

38.9%

59.8%

16.2%

3.2%

3.6%

1.4%

1.3%

13.5%

0.2%

0.6%

0.1%
7.7%

2.3%

0.8%

1.2%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ドイツ

フランス

イギリス

アメリカ

日本

人文 ・芸術 法経等 理学 工 学 農学 医・歯・薬・保健 教 育・教員養成 家政 そ の他
■理学・工学・農学（フランスについては、理学・工学・農学の３分野をまとめた数値である。）

（注）

日本：当該年度の４月から翌年３月までの博士号取得者数を計上したものである。

アメリカ：標記年９月から始まる年度における学位取得者数。

イギリス：標記年（暦年）における大学及び高等教育カレッジの上級学位取得者数。１９９５年まで含まれていなかった公開大学を含み，また，「その他」に含まれていた建築は「工学」に含めたため，それ以前の数値とは対応しない。

「その他」はマスコミュニケーション・情報科学及び学際研究等である。外国人学生を含む。

フランス：標記年（暦年）における博士号（通算８年）の取得者数。

ドイツ：標記年の冬学期及び翌年の夏学期におけるドクター試験合格者数。

922人
（7人）

973人
（8人）

1,633人
（13人）

4,195人
（33人）

1,321人
（10人）

6,760人
（53人）

240人
（2人）

12人 1,340人

11,100人
（38人）

6,808人
（23人）

11,557人
（39人）

9,091人
（31人）

合計
17,396人
（136人）

1,194人
（4人）

7,128人
（24人）

7,584人
（26人）

340人 1,265人
合計

56,067人
（189人）

2,200人
（37人）

2,200人
（37人）

6,000人
（100人）

2,400人
（40人）

300人
（5人）

2,600人
（43人）

600人
（10人）

200人
合計

16,500人
（274人）

2,290人
（37人）

1,161人
（19人）

5,707人
（93人）

310人
（5人）

73人
合計

9,541人
（156人）

2,839人
（34人）

3,811人
（46人）

6,720人
（82人）

2,336人
（28人）

1,186人
（14人）

8,572人
（104人）

341人
（4人） 57人

90人
合計

25,952人
（315人）

※ カッコ内は、人口100万人当たりの人数

■

 
学位取得者の専攻分野別構成（博士課程・国別）（2005年）



9

■

 
学問分野別の入学定員について

9.6％ 14.9％ 8.4％ 35.4％ 5.0％ 6.6％ 7.1％ 13.0％

8.8％ 11.3％ 8.8％ 23.5％ 4.8％ 28.9％ 2.0％ 11.8％

人文科学

2,069

人文科学

7,426

社会科学

2,645

社会科学

11,522

理学

2,070

理学

6,477

工学

5,503

工学

27,327

農学

1,126

農学

3,858

保健

6,774

保健

5,066

教育

459

教育

5,477

その他

2,771

その他

10,035

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

博士入学
定員（Ｈ１９）

修士入学
定員（Ｈ１８）

合計定員
23,417人

合計定員
77,188人
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6,477
6,3295,798 6,061

7,426

7,1666,8766,6366,596

11,436 11,52211,17711,51511,512

9,600
10,449

10,892

6,230 6,849 6,874 7,170 7,162 7,244
7,556

21,366 21,867
22,730

27,327

25,96225,387
24,242

23,214

3,3623,361

3,4873,4513,445
3,3423,272 3,858

3,729

2,943

3,243
5,066

5,1224,832
4,4664,115

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

人文科 学 社 会科学 理学 工学 農学 保健

■

 
修士課程入学定員の推移（分野別）

修士課程の定員は工学分野をはじめとして全体的に増加傾向にあるが、理学、社会科学、保健分野にお

 いては近年頭打ちの傾向にある。

（出典）「学校基本調査」（文部科学省）、「全国大学一覧」（財団法人文教協会）

※

 

「教育」・「芸術」・「家政」・「その他」分野は修了者が比較的少ないことから省略
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93.2%

100.6%

91.8% 91.3% 93.1%
95.8% 93.7%

90.6%

105.0%

80.7% 81.1%

82.5% 80.7%
75.2%

86.6%86.9% 86.6%

96.1% 95.1%

84.5% 82.6%

77.7%
74.8%

76.5%

130.8% 129.7% 126.3%
122.6%

115.4%

132.1%
137.4%131.8%

113.4%
115.1% 117.8%

112.5% 115.3% 115.6% 121.6% 119.7%

111.0% 113.6% 110.8%
112.4% 113.3%105.6%

103.6% 111.2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

140%

160%

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

人文科 学 社 会科学 理学 工学 農学 保健

■

 
修士課程入学者充足率の推移（分野別）

修士課程の入学者充足率（＝入学者／入学定員）は分野によっては低下傾向にあり、平成１９年度にお

 いては人文、社会科学分野の入学者充足率が８割以下となっている。

（出典）「学校基本調査」（文部科学省）、「全国大学一覧」（財団法人文教協会）

※

 

「教育」・「芸術」・「家政」・「その他」分野は修了者が比較的少ないことから省略
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2,124 2,145 2,127 2,176 2,198 2,232 2,244
2,047

5,503

1,126

6,774

2,069
1,851 1,899 1,950 1,991 2,000

1,7391,665 1,802

2,4642,4172,265
2,585 2,624 2,522 2,630

2,645
2,553

2,070

5,020
5,264 5,361 5,428 5,448

4,979
4,840

4,609

1,118
927 984 967 974 986 1,017 1,080

6,449 6,512
6,743 6,804

6,808

6,069

5,716

6,347

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

人文 科学 社会科学 理学 工 学 農 学 保 健

■

 
博士課程入学定員の推移（分野別）

博士課程の定員は全体的に増加傾向にあるが、理学、社会科学、保健分野においては近年頭打ちの傾向

 にある。

（出典）「学校基本調査」（文部科学省）、「全国大学一覧」（財団法人文教協会）

※

 

「教育」・「芸術」・「家政」・「その他」分野は修了者が比較的少ないことから省略
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75.2%

66.8% 65.4% 63.4%

84.1% 82.2%

75.6% 74.9% 75.1%
79.3%

72.2% 71.4%

63.9%
59.3%

101.2%

89.3%
83.7%

92.3%
96.2% 98.3%

77.9%
81.4%

85.2%86.8%85.7%

61.5%
56.8%58.5%

63.2%
64.8%65.0%

71.8%
70.3%

68.3%
62.5%61.9%

65.7%67.8%65.2%

97.9%
104.5%

110.8%
114.2%

120.0%121.1%
123.3%

85.0%

90.8%
88.0%

77.7%
83.7%

85.4%
92.2%

86.2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

140%

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

人 文科学 社会科 学 理 学 工 学 農学 保健

■

 
博士課程入学者充足率の推移（分野別）

博士課程の入学者充足率（＝入学者／入学定員）は全体的に低下傾向にあり、平成１９年度においては

 全ての分野の入学者充足率が９割以下となっている。

（出典）「学校基本調査」（文部科学省）、「全国大学一覧」（財団法人文教協会）

※

 

「教育」・「芸術」・「家政」・「その他」分野は修了者が比較的少ないことから省略
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747 995 1,1201,353
1,4081,681

1,902 2,0072,238
2,622

3,238
3,769

3,451
3,1613,234

118
131

145 145

318

402 508 752
681

747 736
764

813 807

995

1,2991,366
1,617

1,936

2,410

3,708

4,2014,2183,9794,0964,0494,191
4,173

1,965

3,705

3,345

3,533

2604

655

9197
76

4867
4665

3 11

481
329

157

2897

479

77,851

77,557

76,749
75,69873,636

65,382

60,241
57,06556,567

53,842

50,852

44,401

38,709

34,927

30,733
28,177

27,342
26,644

70,336

72,561 77,451

0

8000

16000

24000

32000

40000

48000

56000

64000

72000

80000

62 63 元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

10000

私立

公立

国立

全入学者数

社会人入学者

(　 )全入学者数に占める社会人の割合

人

815

(3.1%)

1087

(4.0%)

1539

(5.5%)

1647

(5.4%)

2233

(6.4%)

2263

(5.8%)

2752

(6 2%

3298

(6.5%)

3422

(6.4%)

3742

(6.6%)

4305

(7.5%)

5177

(8 6%)

 5646

(8.6%)

7264

(10.3%)

8372

(11.5%

8431

(11.4%

)
7957

(10.3%)

8161

（10.5%)

8182
(10.8％)

8122

 
(10.6％)

8470

 
（10.9%)

（出典：文部科学省「学校基本調査」及び大学振興課調べ）

・H3→H12で約3.3倍、H3→H19で約3.8倍
・全体の11%が社会人入学者数

人

■

 
修士課程への社会人の受入れ状況

修士課程への社会人の受入れ数は、大学院の拡充に合わせて大幅に拡大したが、近年はほぼ横ばい。
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617 679
996 988 962

1,222
1,427

1,635 1,705
2,027

2,294
2,804

3,128 3,173
3,634 3,694

169

186

187
407

317

474

402
521

689 634

644

724

962

1077

1129

1306 1438

347239227173131

285

12362

12

81 31

35
5

4

139

183
79

124
157

184

1016656122
13

192233

285

356

17,13117,553

17,128
17,023

16276
15,491

14,683
14,345

13,074

11,852

10,681

9,481

8,505
7,813

7,4787,170

6,848

17,234

18,232 17,944

16,926

0

1500

3000

4500

6000

7500

9000

10500

12000

13500

15000

16500

18000

62 63 元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000
私立

公立

国立

全入学者数

社会人入学者

( )全入学者数に占める社会人の割合

人 人

148

(2.2%)

300

(4.2%)

288

(3.9%)

308

(3.9%)

460

(5.4%)

931

(9.8%)

902

(8.4%)

1343

(11.3%)

1467

(11.2%)

1575

(11.0%)

1807

(12.3%)

2027

(13.1%)

 2448

(15.0%)

 2496

(14.6%)

2855

(16.7%)

3952

(21.7%)3187

(18.5%)

4392

(24.5%)

5257

（30.7％）

5417
(32.0％）

4709
(26.8%)

・H3→H12で約5.4倍、H3→H19で11.8倍
・全体の32%が社会人入学者数

（出典：文部科学省「学校基本調査」及び大学振興課調べ）

■

 
博士課程への社会人の受入れ状況

博士課程への社会人の受入れ数は、大学院の拡充に合わせ大幅に拡大し、H12以降も拡大傾向が継続して

 いる。
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0

2000

4000

6000

8000

10000

人文 社会 理学 工学 農学 保健 教育 その他

国立 公立 私立

1,400 2,182

558

4,114

988

9,851

619

2,703

（出典：文部科学省「学校基本調査」）

■平成19年度のデータ

（※数字は各分野の国公私の合計）
（人）

■

 
博士課程への社会人の受入れ状況（分野別）

社会人の受入れは、分野別では、「保健」、「工学」、「社会科学」の順に多くなっている。
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2.44

0.54

0.16 0.04

2.49

4

1.65

0.53

0

1

2

3

4

5

21-24 25-29 30-39 40-60

日本

アメリカ

■

 
日米の年齢別大学院就学率

21-24歳では日米にほとんど差がないが、25-29歳、30-39歳では日米の差はきわめて大きい。

（％）

（歳）

（出典：金子元久「社会人大学院の展望」『カレッジマネジメント』151号, 2008.7, p.6）

※アメリカは、40－64歳
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30.7%

31.7%

19.3%

5.9%

10.0%

25.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

⑥実施・検討なし

⑤検討中

④その他の取組

③企業等と連携した社会人教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

②社会人対象の学位外修了証ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

①社会人対象の学位取得ｺｰｽ

実施割合

36.7%

32.0%

10.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

専門職学位課程

博士課程

修士課程

社会人入学者の割合

平成19年度の大学院入学者のうち、社会人の割合は修士課程（約１割）と比較して、博士課程（約３割）、専門職学

 
位課程（約４割）において高い。各大学院では、約７割がリカレント教育（社会人に対して、学校教育の修了後、いっ

 
たん社会に出てから行われる教育）の実施あるいは実施に向けた検討を行っている。

社会人入学者の割合

リカレント教育に関する取組（複数回答）

出典：平成19年度大学院活動状況調査（平成20年12月）

その他の取組例：
・

 

セミナー・聴講生制度の実施
・

 

開講時間の弾力化

■

 
リカレント教育の現状
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■

 
大学院への留学生の受入れ状況について（全体）

大学院への留学生受入れは全体として、増加傾向にあるが、修士課程への受入れは拡大が継続している

 ものの、博士課程ではほぼ横ばいになっている。

9933 10524 11525 11312
13687 14365 15166 15507

9571
10336

10698 12582
11608 11940 11725 11739

23585
25146

26229
28542

29514
30278 30910 31592

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000
博士課程

修士課程

総数（※非正規の学生も含む）

（文部科学省及び独立行政法人日本学生支援機構調べ）
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3495

8423

962

7217

2054
1671

439

1312

3483

0

2000

4000

6000

8000

10000

人文 社会 理学 工学 農学 保健
（医・歯）

保健
（医・歯以外）

教育 その他

（人）

（出典：文部科学省「学校基本調査」）

■平成19年度のデータ
（※聴講生、選科生、研究生等は含まない）

■

 
大学院への専攻分野別の外国人学生の受入れ状況

大学院への外国人学生の受入れは、「社会科学」、「工学」、「人文科学」の分野で多くなっている。
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65.2%

14.2%

20.6%

62.4%14.1%

23.6%

①取組を行っている

②取組について検討中

③実施も検討もしていない

外周：平成19年度

内周：平成18年度

外国人学生の受入れに関する取組

取組例：
・ 留学生向けの入試制度（書類審査のみ）
・ 日本語サポートの実施
・ 経済的支援（奨学金、入学料・授業料免除）
・ 宿舎の提供等生活支援
・ 英語による教育研究の実施
・ 留学情報の提供
・ 渡日時の便宜供与
・ 多様なプログラムの提供

出典：平成19年度大学院活動状況調査（平成20年12月）、平成18年度大学院活動状況調査（平成19年７月）

外国人学生の割合

■ 外国人学生の受入れに関する取組

11.1%

10.8%

0% 5% 10% 15% 20%

平成19年度

平成18年度

外国人学生の割合（修士・博士・専門職学位課程）
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大学教員等
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■

 
学問分野別、職名・国公私別本務教職員数

学問分野別では保健、工学、人文・社会科学の順、国公私別では、私立、国立、公立の順、職名別では

 教授、准教授、助教、講師の順に教員数が多い。

（出典）「平成２０年度学校基本調査」（文部科学省）（出典）「平成１９年度学校教員統計調査」（文部科学省）

6,069人 377人 4,946人

34,5 06人 15,7 59人 2,478人 16 ,269人

19,8 19人 1,562人 13 ,584人

40,3 52人
3,301人

19 ,425人

67,6 99人
21,8 67人 4,227人

41 ,605人

1,469人 348人 993人

746人

4,673人

17,6 26人

128人

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

計
(169,914人)

国立
(61 ,019人)

公立
(12 ,073人)

私立
(96,822人)

学 長・
副 学長

教 授

准 教授

講 師

助 教

助 手

■

 
学問分野別教職員数 ■

 
職名・国公私別教職員数

人文科学,

23,449人, 14%

社会科学,

22,863人, 14%

理　　学, 14,700

人, 9%

工　　学, 26,436

人, 16%
農　　学, 6,469

人, 4%

保　　健, 54,447

人, 31%

芸　　術,

4,662人, 3%

そ の 他,

2,500人, 2%

家　　政,

1,935人, 1%

教　　育,

8,672人, 5%

平成19年度

分野別教員数
167,971人
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出典：平成１９年度学校教員統計調査（文部科学省）

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

10000

11000

人文科学 14 227 1113 2170 2957 3683 3747 4219 3291 2028

社会科学 23 385 1641 2740 2628 3086 3042 3654 3301 2363

理学 5 292 1273 2000 2172 2044 1830 2156 2188 740

工学 22 738 2794 3844 3536 3331 2950 3813 3776 1632

農学 17 86 440 894 981 947 872 1055 906 271

保健 76 2536 7973 10652 9723 8343 5940 4937 2927 1340

教育 34 150 557 782 1068 1390 1339 1545 1566 827

25歳未満
25歳以上

30歳未満

30歳以上

35歳未満

35歳以上

40歳未満

40歳以上

45歳未満

45歳以上

50歳未満

50歳以上

55歳未満

55歳以上

60歳未満

60歳以上

65歳未満
65歳以上

■

 
分野別・年齢構成別の大学教員数（人数）
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出典：平成１９年度学校教員統計調査（文部科学省）

0.0%

4.0%

8.0%

12.0%

16.0%

20.0%

人文科学 0.1% 1.0% 4.7% 9.3% 12.6% 15.7% 16.0% 18.0% 14.0% 8.6%

社会科学 0.1% 1.7% 7.2% 12.0% 11.5% 13.5% 13.3% 16.0% 14.4% 10.3%

理学 0.0% 2.0% 8.7% 13.6% 14.8% 13.9% 12.4% 14.7% 14.9% 5.0%

工学 0.1% 2.8% 10.6% 14.5% 13.4% 12.6% 11.2% 14.4% 14.3% 6.2%

農学 0.3% 1.3% 6.8% 13.8% 15.2% 14.6% 13.5% 16.3% 14.0% 4.2%

保健 0.1% 4.7% 14.6% 19.6% 17.9% 15.3% 10.9% 9.1% 5.4% 2.5%

教育 0.4% 1.6% 6.0% 8.4% 11.5% 15.0% 14.5% 16.7% 16.9% 8.9%

25歳未満
25歳以上
30歳未満

30歳以上
35歳未満

35歳以上
40歳未満

40歳以上
45歳未満

45歳以上
50歳未満

50歳以上
55歳未満

55歳以上
60歳未満

60歳以上
65歳未満

65歳以上

■

 
分野別・年齢構成別の大学教員数（構成比）
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60
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歳
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歳
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歳

70
歳

以
上

国立 公立 私立

出典：平成１９年度学校教員統計調査（文部科学省）

（人）

■

 
国公私別・年齢構成別の大学教員数
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82.7

28.6

18.4

131.1 134.2

21.1

117.3

92.3
86.4

15.115.3
21.222.5
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0.74

0.27
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研
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者

数

研

究

者

１

人

当

た

り

の

研

究

支

援

者

数

日本

(2007)

ドイツ

(2007)

フランス

(2006)

イギリス

(2006)

EU-15

(2006)

EU-25

(2006)

研究者数

研究支援者数

EU-27

(2006)

注）１．国際比較を行うため、各国とも人文・社会科学を含めている。
２．ＥＵ-15とEU-25はＯＥＣＤの推計値である。
３．研究支援者とは、研究者を補助する者、研究に付随する技術的サービスを行う者及び研究事務に従事する者で、日本では研究補助者、

技能者及び研究事務その他の関係者である。

（出典）日本

 

総務省統計局「科学技術研究調査報告」、その他はＯＥＣＤ「Main Science and Technology Indicators」

（万人）

■

 
主要国における研究者一人当たりの研究支援者数
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32.1%

14.9%

53.0%

28.1%

13.4%

58.5%

①取組を行っている

②取組について検討中

③実施も検討もしていない

外周：平成19年度

内周：平成18年度

外国人教員の受入れに関する取組

出典：平成19年度大学院活動状況調査（平成20年12月）、平成18年度大学院活動状況調査（平成19年７月）

外国人教員の割合

取組例：
・

 

国際公募の実施
・

 

給与設定の柔軟化
・

 

宿舎の貸与等の支援
・

 

中期目標、中期計画に受入促進を記載
・

 

事務体制の国際化

6 .7%

3 .4%

6 .8%

3.5 %

0% 2% 4% 6% 8% 10%

兼務者

本務者

外 国人教員の割 合

平成 18年度

平成 19年度

■

 
外国人教員の受入れに関する取組
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大学院教育の実質化
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□ 各国公私立大学における具体的な取組状況

□

 
人材の養成に関する目的その他の教育上の目的の学則等への規定状況

・全学的な目的を定めている大学

 
84.5％（国立:94.1％、公立:82.8％、私立:83.0％）

・研究科ごとに目的を規定している大学

 
78.8％（国立:90.6％、公立:65.5％、私立:78.5％）

・専攻ごとに目的を規定している大学

 
53.8％（国立:78.8％、公立:37.9％、私立:51.2％）

全体 国立大学 公立大学 私立大学

実施している 93.3% 98.8% 93.1% 92.2%

うち一部の研究科等

においてのみ実施
(4.8%) (8.2%) (5.2%) (4.0%)

実施していない 6.2% 1.2% 6.9% 7.1%

【人材養成目的の明確化】

課程において身に付けさせる知識・技能を明確

にしている

参考

 
大学院活動状況調査（平成１９年度の状況）

・大学院設置基準改正後に、研究科又は専攻ごとの人材養成に関する目的を明確にする
ために学則等の改正を行った大学

 
61.8％

■

 
大学院教育の実質化状況

大学院を置く国公私立大学（597大学）に対してアンケート結果（平成２１年３月時点）
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全体 国立大学 公立大学 私立大学

実施している 90.3% 96.5% 87.9% 89.3%

うち一部の研究科等

においてのみ実施
(12.6%) (25.9%) (13.8%) (9.7%)

実施していない 9.2% 2.4% 12.1% 10.2%

実施している 52.4% 85.9% 51.7% 45.7%

うち一部の研究科等

においてのみ実施
(26.9%) (56.5%) (31.0%) (20.4%)

実施していない 47.3% 14.1% 48.3% 53.8%

実施している 42.1% 75.3% 46.6% 34.8%

うち一部の研究科等

においてのみ実施
(21.8%) (50.6%) (20.7%) (16.1%)

実施していない 56.8% 24.7% 53.4% 63.7%

実施している 62.8% 96.5% 67.2% 55.5%

うち一部の研究科等

においてのみ実施
(25.7%) (45.9%) (19.0%) (22.5%)

実施していない 36.3% 2.4% 32.8% 43.6%

実施している 60.5% 90.6% 62.1% 54.3%

うち一部の研究科等

においてのみ実施
(24.1%) (49.4%) (22.4%) (19.2%)

実施していない 38.9% 9.4% 37.9% 45.0%

インターンシップ（企業等と連携しての実地研

修、プロジェクト参画）を実施している

学位授与の方針に基づき、知識・技能をそれ

ぞれの学年で修得すべきレベルに応じて計画

的に配置し、体系的に身に付けさせるよう教育

課程を編成している

【目的に沿った体系的な教育課程の編成】

キャリア教育等を通じて、キャリアパス形成に

関する指導を実施している

海外の大学や研究機関等と連携した（学生交

流、教員招聘等による）教育研究を実施してい

る

セミナー、学会発表、技能・資格試験等を通じ

て英語による論文作成能力、プレゼンテーショ

ン能力、コミュニケーション能力等の実践的能

力を養成している
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全体 国立大学 公立大学 私立大学

実施している 75.9% 95.3% 81.0% 71.3%

うち一部の研究科等

においてのみ実施
(20.2%) (31.8%) (20.7%) (17.8%)

実施していない 23.2% 3.5% 19.0% 27.7%

実施している 48.7% 76.5% 46.6% 43.4%

うち一部の研究科等

においてのみ実施
(27.3%) (56.5%) (27.6%) (21.3%)

実施していない 50.3% 23.5% 53.4% 55.2%

実施している 42.3% 83.5% 37.9% 34.6%

うち一部の研究科等

においてのみ実施
(21.6%) (55.3%) (13.8%) (15.9%)

実施していない 56.6% 16.5% 62.1% 64.0%

全体 国立大学 公立大学 私立大学

実施している 43.7% 72.9% 32.8% 39.3%

うち一部の研究科等

においてのみ実施
(20.9%) (50.6%) (10.3%) (16.4%)

実施していない 55.6% 27.1% 67.2% 59.7%

学部生への講義補助や質疑応答対応を通じ

て、学生に多角的な教育能力を身に付けさせ

ている

社会人を対象とした教育プログラム（短期在学

コース、学位以外の修了証を授与するコース

等）を実施している

教育の標準化、高度化のために、教育研究の

成果を活かして教材開発を行っている

【教員組織の整備等】

教員の業務を支援し、協働で業務の推進に取

り組むことのできる、専門的知識を有する大学

職員を雇用し、教員が教育研究に専念できる

体制を構築している

【目的に沿った体系的な教育課程の編成】
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全体 国立大学 公立大学 私立大学

実施している 86.5% 97.6% 93.1% 83.4%

うち一部の研究科等

においてのみ実施
(11.0%) (16.5%) (13.8%) (9.5%)

実施していない 12.7% 2.4% 6.9% 15.6%

全体 国立大学 公立大学 私立大学

実施している 93.3% 96.5% 91.4% 92.9%

うち一部の研究科等

においてのみ実施
(8.0%) (14.1%) (10.3%) (6.4%)

実施していない 6.4% 3.5% 8.6% 6.6%

全体 国立大学 公立大学 私立大学

実施している 87.6% 92.9% 79.3% 87.7%

うち一部の研究科等

においてのみ実施
(9.4%) (24.7%) (10.3%) (6.2%)

実施していない 11.9% 7.1% 20.7% 11.6%

実施している 75.9% 97.6% 84.5% 70.4%

うち一部の研究科等

においてのみ実施
(13.3%) (17.6%) (24.1%) (10.9%)

実施していない 23.4% 1.2% 15.5% 28.9%

実施している 75.9% 96.5% 81.0% 71.1%

うち一部の研究科等

においてのみ実施
(12.0%) (23.5%) (13.8%) (9.5%)

実施していない 23.5% 3.5% 19.0% 28.2%

【ＦＤの実施体制等】

授業及び研究指導の改善を図るための組織

的な研修及び研究（ＦＤ）を実施している

【成績評価基準等の明示】

就学困難学生に対する経済的支援を行ってい

る

厳格な成績評価と適切な研究指導により、標

準修業年限内に学位を授与することのできる

体制を整備している

【学生に対する修学上の支援】

学位取得までのトータルコストが予め明示され

ているとともに、奨学金等の経済的支援の内

容が予め周知されている

ＴＡ・ＲＡ等による優秀な学生への経済的支援

を行っている
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全体 国立大学 公立大学 私立大学

実施している 58.8% 89.4% 48.3% 54.0%

うち一部の研究科等

においてのみ実施
(15.8%) (31.8%) (10.3%) (13.3%)

実施していない 40.5% 9.4% 51.7% 45.3%

全体 国立大学 公立大学 私立大学

実施している 76.8% 90.6% 82.8% 73.2%

うち一部の研究科等

においてのみ実施
(15.2%) (32.9%) (15.5%) (11.6%)

実施していない 22.8% 9.4% 17.2% 26.3%

実施している 59.5% 82.4% 65.5% 54.0%

うち一部の研究科等

においてのみ実施
(18.4%) (45.9%) (20.7%) (12.6%)

実施していない 39.8% 17.6% 34.5% 45.0%

実施している 38.2% 87.1% 34.5% 28.9%

うち一部の研究科等

においてのみ実施
(10.8%) (31.8%) (6.9%) (7.1%)

実施していない 61.2% 12.9% 65.5% 70.4%

全体 国立大学 公立大学 私立大学

実施している 82.5% 90.6% 75.9% 81.8%

うち一部の研究科等

においてのみ実施
(11.2%) (22.4%) (10.3%) (9.0%)

実施していない 16.5% 5.9% 24.1% 17.5%

【学生に対する修学上の支援】

留学生受入れや国際関係業務への対応のた

め、事務局体制の国際化を図っている

【大学院進学準備における審査】

大学院の進学に関し、進学者選抜方針が明示

され、同方針に基づき、学生の意欲や能力を

適切に評価している

【自己点検・評価体制の整備等】

専門分野別自己点検・評価を実施している

教員に対して教育面での能力や業績の公正な

評価を行い、評価結果を給与等の処遇に反映

している

専門分野別第三者評価を実施している
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1.8%

10.0%

11.9%

59.1%

56.4%

6.0%

53.6%

66.7%

32.7%

34.9%

62.1%

27.9%

59.6%

29.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

⑭実施・検討なし

⑬検討中

⑫その他の取組

⑪留学生に英語等での論文作成を認める

⑩複数教員による論文指導体制

⑨指導教官は原則論文審査非関与

⑧学外審査委員の登用

⑦公開での論文発表会

⑥ｵﾌｨｽｱﾜｰ(論文指導時間の確保)

⑤論文作成に係る研究を単位認定

④複数回学位申請

③研究遂行能力の把握

②研究進捗状況の中間発表

①ｺｰｽﾜｰｸ修了時の学力審査

実施割合出典：平成19年度大学院活動状況調査（平成20年12月）

■

 
博士の学位授与の円滑化に関する取組状況
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出典：平成19年度大学院活動状況調査（平成20年12月）

■

 
博士の標準修業年限内での学位授与

9.9%

17.7%
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大学院生の進路
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■

 
修士課程修了後の進路の状況と博士課程入学者の推移

9,507 9,703 9,222 8,913 8,239 7,722

43,464 45,426 48,357 50,782 53,638 55,480

11,370
10,916

11,130
10,124

9,644 8,5213,071
3,028

2,731 2,712 2,1582,472

18,232 17,944 17,553 17,131 16,926 16,271

67,412 69,073
71,440 72,531 73,993 73,881

－

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

平成15年３月 平成16年３ 月 平成17年３月 平 成18年３月 平成19年３月 平成20年３ 月

進  学 者 就 職 者 左記以外の者 死 亡・不 詳の者 計 博士課程入 学者

修士課程修了者は増加の傾向にある一方、進学者及び博士課程の入学者は年々減少する傾向。

（出典：文部科学省「学校基本調査」）
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■

 
修士課程修了数と進学率及び就職率の推移

修士課程修了者の就職率は増加の傾向にある一方、進学率は年々減少する傾向。

（出典：文部科学省「学校基本調査」）
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35.1

30.5 30.6

32.1
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14.4 14.8

13.6 13.5
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7.3 6.9

6.3 5.9
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20.2
19.5

21.723.8
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28.3
29.1 29.3
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21.6

25.5
23.9

22.5

19.0

15.5 15.0

21.521.4

24.4
23.0

18.4

15.3

16.5

19.8
20.020.6
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20.7
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0.0
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30.0

40.0

H3 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

人文科学 社会科学 理学 工学 農学 保健

■

 
修士課程修了者の進学率の推移（分野別）

修士課程修了者の進学率は、各分野を通じて減少傾向。

（出典：文部科学省「学校基本調査」）

※「教育」､「芸術」 ､「家政」､「その他」分野は修了者数が比較的少ないことから省略（％）
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■

 
修士課程修了者の就職率の推移（分野別）

修士課程修了者の就職率は、各分野を通じて上昇傾向。とくに、人社分野で顕著。

（出典：文部科学省「学校基本調査」）

※「教育」､「芸術」 ､「家政」､「その他」分野は修了者数が比較的少ないことから省略
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74.4

69.0
66.6

62.0

60.8

61.860.2
57.5

57.8

70.9

59.9

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

H3 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

人文科学 社会科学 理学 工学 農学 保健

（％）
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1.9%

7.0%

0.7%

0.3%

1.0%

0.5%

0.0%

9.0%

0.6%

0.6%

2.2%

0.1%

0.4%

5.4%

0.0%

6.6%

2.8%

5.6%

13.4%

0.3%

1.8%

3.5%

0.0%

12.1%

58.6%

14.4%

32.4%

16.3%

74.8%

88.8%

69.2%

81.3%

60.9%

44.1%

15.8%

54.1%

3.8%

1.6%

0.0%

1.7%

3.4%

39.3%

57.5%

13.9%

18.9%

5.9%

22.2%

17.1%

11.8%

5.5%

1.3%

0.2%

2.2%

4.6%

2.4%

2.8%

1.1%

1.6%

2.1%

15.0%

34.8%

6.6%

4.2%

4.8%

4.0%

4.3%

1.8%

5.8%

2.7%

8.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

人文科 学

社会科 学

理 学

工 学

農 学

保 健

家 政

教 育

芸 術

その 他

管 理的 職業 従事者 大学 教員

大 学以 外の 学校（小・中 学校 等）の教員 教員 以外 の専 門職 （科学 研究 者・技 術者 等）

サ ービス職 業従事 者 販売 ・事 務業務

そ の他 の業 務（運 輸・通信 、生 産、保 安等 従事者 ）

■

 
修士課程修了後の就職先（分野別・職業別）

理工農、保健分野においては博士課程修了後、技術者等として専門的・技術的職業に従事する者の割合

 が高く、人社系分野においては販売・事務業務に従事する者の割合が高い。

（出典）「平成20年度学校基本調査」（文部科学省）

※

 

専門的・技術的職業従事者には、教員、科学研究者、技術者、その他専門職を含む。
※

 

満期退学者を含む。
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7 ,898 8,557 8,746 9,167 9,885 10,288

5 ,144
4,726 5,016

5,247
5,242 4,278

1 ,389 1,736 1,436
1,469

1,557
1,569

81 141 88 90 117 146

14,512
15,160 15,286

15,973
16,801

16,281

12,36112,586
11,89711,189

21,037
21,686

22,25322,550

20,003
20,773

16,271
16,92617,13117,55317,94418,232

－

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

平成15年度 平成16年度 平成 17年度 平成18年 度 平成19年度 平成20年度

進 学 者 就  職 者 左記以外の者 死亡・不詳の者

修了者 学 位取得者 入学志願者 入学者

■

 
博士課程への入学志願者、入学者、修了者の推移

博士課程への入学志願者、入学者は年々減少の傾向。
博士課程修了者数は年々増加してきたが、平成２０年度には対前年度減少。

（出典：文部科学省「学校基本調査」）
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■

 
博士課程修了者数及び就職者数の推移（全体）

博士修了者の就職者は年々増加している。就職率は平成21年度で３分の２程度（平成21年度64.3％）。

4,113

6,680 7,120 6,914 7,465 7,699 7,898 8,557 8,746 9,167 9,885 10,288 10,579

64.3%63.2%
58.8%57.4%57.2%56.4%

54.4%56.4%56.6%

55.9%
58.4%

60.9%
66.3%

16,46316,281
16,801

15,973
15,28615,160

14,512

13,642
13,179

12,37512,192

10,974

6,201

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

H3 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

就職者（人） 博士課程修了者（人） 就職率

（人）

（出典：文部科学省「学校基本調査」）
（注）・博士課程修了者には、所定の単位を修得し、学位を取得せずに満期退学した者を含む

・就職者とは、給料、賃金、報酬、その他の経常的な収入を目的とする仕事に就いた者をいう
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52.0

47.1

52.3
48.0 49.1 50.2 51.6 52.5

65.0

30.8
33.0

28.329.629.829.128.2

35.6

27.529.531.0

40.4

53.7

42.541.341.342.0

47.4
43.042.643.3

47.249.7

52.7
61.2

53.9

48.0

51.952.5
48.0

50.0

51.4

46.2

53.2

48.7

51.5

69.0

59.159.357.759.4
55.456.0

58.659.4
61.6

65.3

71.6

49.8
48.3

61.9

77.077.376.175.9
71.672.2

74.7
72.171.9

74.1
76.9

79.3

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

H3 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

人文科学 社会科学 理学 工学 農学 保健

（％）

■

 
博士課程修了者の就職率の推移（分野別）

「人文科学」､「社会科学」分野の就職率が他の分野と比較して低い状況は、近年継続して見られる傾向。

（出典：文部科学省「学校基本調査」）

※「教育」､「芸術」 ､「家政」､「その他」分野は修了者数が比較的少ないことから省略
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0.5%

5 .9%

0.5%

2 .0%

1.9%

0.2%

0 .0%

0 .0%

0 .0%

2 .6%

51.7%

12.5%

14.2%

21.1%

34.2%

48.9%

59.1%

24.1%

13.9%

3 .3%

1.3%

1 .0%

15.8%

22.0%

13.6%

4 .3%

20.1%

14.6%

76.7%

74.0%

75.1%

76.5%

47.4%

20.9%

22.7%

58.1%

1 .5%

0 .2%

0 .0%

0 .0%

0.6%

6.7%

13.5%

5 .0%

2.5%

0 .2%

3 .3%

4 .9%

9 .3%

0 .0%

14.1%

49.6%

1 .9%

5 .5%

1.6%

0 .3%

0 .5%

0 .7%

1 .0%

1 .2%

2 .6%

4.5%

6 .2%

4.9%

4 .3%

0 .8%

0 .0%

3 .3%

5 .6%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

人文 科学

社会 科学

理 学

工 学

農 学

保 健

家 政

教 育

芸 術

そ の他

管理 的職業 従事 者 大 学教 員

大学 以外の 学校 （小・中学 校等）の教 員 教 員以 外の専 門職 （科 学研究 者・技術者 等）

サービス職 業従 事者 販 売・事 務業 務

その 他の 業務（運輸 ・通信 、生産 、保安等 従事 者）

■

 
博士課程修了後の就職先（分野別・職業別）

理工農・保健分野においては博士課程修了後、大学教員以外の専門的・技術的職業に従事する者の割合

 が高く、人社系分野においては大学以外も含めて教員になる者の割合が高い。

（出典）「平成20年度学校基本調査」（文部科学省）
※

 

専門的・技術的職業従事者には、教員、科学研究者、技術者、その他専門職を含む。
※

 

満期退学者を含む。
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■

 
博士課程修了者の大学教員採用数（平成19年度）

学校教員統計調査及び学校基本調査調べ

合計
－

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

人文科学 社会科学 理学 工学 農学 保健 家政 教育 芸術 その他

新規採用数総計 博士課程修了者のうち大学教員採用数

大学教員
新規採用者総計

959 1,086 624 1,206 269 6,152 155 501 351 225 11,528

博士課程修了者のうち
大学教員採用数

203 260 123 319 99 850 23 109 9 196 2,191

博士課程修了者総計 1,271 1,272 1,687 3,719 1,121 5,389 76 362 154 1,750 16,801

博士課程修了者のうち
大学教員採用者の割合

16.0% 20.4% 7.3% 8.6% 8.8% 15.8% 30.3% 30.1% 5.8% 11.2% 13.0%
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■

 
博士課程修了者の研究開発者としての採用実績と推移

博士号取得者を研究開発者として採用する企業の採用実績は、ここ数年変化なし。
毎年必ず採用、ほぼ毎年採用と回答した企業は１０％程度。

（出典）「民間企業の研究活動に関する調査」（文部科学省）

4.6

4.3

4.9

5.6

5.3

6.2

6.3

26.9

26.1

31.0

32.8

34.7

31.9

30.7

29.1

18.1

21.6

21.2

22.8

23.9

21.8

25.6

17.8

44.9

41.0

37.8

34.2

30.4

36.4

33.1

42.0

3.7

5.7

5.4

5.1

4.6

6.2

5.2

4.8

6.3

0 20 40 60 80 100

平成12年度調査(1052)

平成13年度調査(988)

平成14年度調査(1031)

平成15年度調査(892)

平成16年度調査(898)

平成17年度調査(789)

平成18年度調査(836)

平成19年度調査(884)

毎年必ず採用している ほぼ毎年採用している 採用する年もある
ほとんど採用していない 全く採用していない

括弧内の数字は有効回答数　　　　　　　　　　　有効回答に対する割合　[％]
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■

 
博士課程修了者等のうちポスドク等の数

（出典）「平成19年度大学院活動状況調査」（文部科学省）

・

 

「ポスドク等」とは、博士の学位を取得後、①大学等の研究機関で研究業務に従事している者であって、教授・准教授・助教・助手等の職にない者

 
や、②独立行政法人等の研究機関において研究業務に従事している者のうち、任期を付して任用されている者であり、かつ所属する研究グループ

 
のリーダー・主任研究員等でない者をいう。(博士課程に標準修業年限以上在学し、所定の単位を修得の上退学した者(いわゆる「満期退学者」のう

 
ち①、②に該当する者)を含む。)

・

 

「医員」とは、博士の学位を取得後、附属病院に勤務する者であって助手等の常勤医でない者、いわゆる非常勤医の者をいう。(満期退学者のうち、

 
非常勤医に該当する者を含む。)

進学者
130人
0.8%

就職者
9,872人
58.8%

死亡・不詳の者
1,557人

9.3%

左記以外の者
4,146人
24.7%

一時的な仕事
に就いた者

808人
4.8%

専修学校・
外国の学校
等入学者

259人
1.5%

臨床研修医
（予定者を含む）

29人
0.2%

平成18年度
博士課程修了者
（満期退学者を含む）

計 16,801人

うち、1,025人（10.4％）

がポスドク等。

うち、1,299人（26.2％）

がポスドク等。

全修了者のうち、2,324人（13.8％）がポスドク等。



50（出典：文部科学省「大学・公的研究機関におけるポストドクター等の雇用状況調査」（平成１９年６月））

＊ 「大学・公的研究機関におけるポストドクター等の雇用状況調査」においては、以下の者を「ポストドクター等」としている。
博士の学位を取得後、①大学等の研究機関で研究業務に従事している者であって、教授・准教授・助教等の職にない者や、

②独立行政法人等の研究機関において研究業務に従事している者のうち、任期を付して任用されている者であり、かつ所属
する研究グループのリーダー・主任研究員等でない者。（博士課程に標準修業年限以上在学し、所定の単位を修得の上退学
した者（いわゆる「満期退学者」）を含む。）

理学, 4853, 31.3%

その他, 660, 4.3%

保健, 2334, 15.1%

農学, 1618, 10.4%

工学, 4601, 29.7%

人文・社会科学,
1121, 7.2%

不明, 309, 2.0%

合計

 

１５，４９６人
（平成１７年度実績）

（単位：人）

■

 
ポストドクター等の状況（各機関で雇用されている実数及び分野別の状況）

各機関において、平成１７年度に研究活動に従事したポストドクター等*は、約１万５千人。
分野別にみると、「理学」「工学」「農学」についてはポストドクター等が多数存在。一方で、「人

 文・社会」についてはポストドクター等が相対的に少ない。
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大学院生への経済的支援
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授業料減免
●私立大学

 

０．０７万人

 

（1.0％）（延べ人数）

 

/ ２億円（H20実績）

 

＊国は左記の事業費の1/2以内を補助（０．７億円）

授業料減免
●国立大学

 

１．８万人

 

（１８．９％）（実人数）

 

/ ６０億円（H19実績）

大学院修士課程

奨
学
金

授
業
料
減
免
等

給

 与

団
体

民
間

＊（

 

）は全学生に占める対象者の割合

〔参考〕

学生数：１６．５万人
（国立）

 

学生数：９．５万人
（公立）

 

学生数：１．０万人
（私立）

 

学生数：６．１万人

修士全体延べ数：１５．５万人

民間団体等（公益法人・学校等）奨学金（平成１５年奨学事業に関する実態調査）

●大学院

 

1.1万人/ 56億円

 

１人当たり

 

月額

 

4.2万円
(貸与:11.6%)   (給与:49.0%)   (給与・貸与:39.4%)   

（独）日本学生支援機構奨学金

 

貸与総人数：７．１万人（４２．６％）

 

/ 貸与総額： ７５０億円

 

（H19実績）

 

1人当たり月額：8.9万円

●無利子奨学金事業：4.9万人（29.3%）

 

/貸与総額：507億円

 

１人当たり月額：8.8万円
[人数]
・国立大学：3.2万人（32.6%）

 

/貸与総額：332億円
・私立大学：1.7万人（24.6%）

 

/貸与総額：175億円

●有利子奨学金事業：2.2万人（13.3%）

 

/貸与総額：243億円

 

１人当たり月額：9.2万円
[人数]
・国立大学：1.4万人（14.7%）

 

/貸与総額：146億円
・私立大学：0.8万人（11.2%）

 

/貸与総額：

 

97億円

[単価]
・国私立大学共通

5万、又は8.8万円から選択

[単価]
・国私立大学共通

5,8,10,13,15万円から選択

【参考：延べ人数】

 

3.0万人

 

※前期・後期それぞれをあわせた人数。
・全額免除：

 

1.0万人

 

/26億円
・半額免除等：2.0万人

 

/34億円

●ティーチング・アシスタント（TA）

 

全体数：５．８万人（３４．９％）（H18実績）
・国立大学：３．５万人（３７．５％）
・私立大学：２．１万人（３３．７％）

 

1人当たり月額：４．３万円（平成15年度国立学校特別会計）

１人当たり月額
・全額免除の場合：4.5万円（年額：53.6万円）
・半額免除の場合：2.2万円（年額：26.8万円）

【事業別内訳】（延べ人数）
・授業料減免：

 

0.01万人
・給付制奨学金：

 

0.05万人
・教育ローン利子給付：0.01万人

１人当たり月額２．４万円
・授業料減免の場合：2.8万円（年額：34万円）
・給付制奨学金の場合：2.6万円（年額：31.2万円）
・教育ローンの利子補給：0.3万円（年額：3.5）

1人当たり月額：
・国立大学：8．8万円
・私立大学：8．8万円

1人当たり月額：
・国立大学：

 

8．5万円
・私立大学：10．6万円

●業績優秀者返還免除（H19実績）

 

０．７万人/９３億円

 

１人当たり１３６万円

＊＊私立大学の数値は全てＨ２０実績からの推計

勤労学生の所得から27万円を控除できる（住民税では26万円の控除）。

 

（制度適用者約８万人）
・勤労学生とは、①勤労による所得があること、②所得金額が65万円以下で、しかも勤労によらない所得が10万円以下であること
（＊給与所得者の場合、給与の収入金額が130万円以下であれば適用対象。（給与所得控除65万円を差し引くと所得金額が65万円以下）

③特定の学校（１条学校、専修・各種学校、一定の職業訓練施設）の学生や生徒であること。

■

 
学生に対する経済的支援の全体像（修士課程）
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大学院博士課程

奨
学
金

授
業
料
減
免
等

給

 与

団
体

民
間

〔参考〕

学生数：７．４万人
（国立）

 

学生数：５．２万人
（公立）

 

学生数：０．４万人
（私立）

 

学生数：１．８万人

●ティーチング・アシスタント（TA）

 

全体数：１．６万人（２１．６％）（H18実績）
・国立大学：１．２万人（２３．２％）
・私立大学：０．３万人（１８．４％）

１人当たり月額：４．３万円（平成15年度国立学校特別会計）

●リサーチ・アシスタント（RA）

 

全体数：１．０万人（１３．５％）（H18実績）
・国立大学：０．８万人（１６．１％）
・私立大学：０．２万人（８．５％）

１人当たり月額：

 

５万未満５２．８％、１５万以上２０．３％
(参考：平成19年度ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙCOE採択拠点平均値は10.3万円）

●フェローシップ（日本学術振興会特別研究員事業（DC））

 

対象人数０．５万人（６．２％）/１１０億円（H21予定額）

 

１人当たり月額２０万円

授業料減免
●国立大学 １．５万人（２９．３％）（実人数）

 

/ ５５億円（H19実績）

博士全体延べ数：９．２万人

民間団体等（公益法人・学校等）奨学金（平成１５年奨学事業に関する実態調査）

●大学院

 

1.1万人/ 56億円

 

１人当たり

 

月額

 

4.2万円
(貸与:11.6%)   (給与:49.0%)   (給与・貸与:39.4%)   

（独）日本学生支援機構奨学金

 

貸与総人数：１．６万人（２９．７％）

 

/ 貸与総額： ２１８億円

 

（H19年実績）

 

1人当たり月額：11.7万円

●無利子奨学金事業：1.4万人（27.4％）

 

/貸与総額：203億円

 

１人当たり月額：12.2万円
[人数]

・国立大学：1.1万人（28.8%）

 

/貸与総額：156億円
・私立大学：0.3万人（23.7%）

 

/貸与総額：

 

47億円

●有利子奨学金事業

 

0.1万人（2.3％）

 

/貸与総額：15億円

 

１人当たり月額：10.3万円
[人数]
・国立大学：0.08万人（2.1%）

 

/貸与総額：10億円
・私立大学：0.04万人（2.9%）

 

/貸与総額：

 

5億円

[単価]
・国私立大学共通

5,8,10,13,15万円から選択

[単価]
・国私立大学共通

8万、又は12.2万円から選択

【参考：延べ人数】

 

2.5万人

 

※前期・後期それぞれをあわせた人数。

・全額免除：

 

0.7万人

 

/17億円
・半額免除等：1.8万人

 

/38億円

１人当たり月額
・全額免除の場合：4.5万円（年額：53.6万円）
・半額免除の場合：2.2万円（年額：26.8万円）

授業料減免
●私立大学

 

０．０２万人（１．０％）（延べ人数）

 

/ ０．６億円（H20実績）

 

＊国は左記の事業費の1/2以内を補助（０．２億円）
１人当たり月額２．４万円

・授業料減免の場合：2.8万円（年額：34万円）
・給付制奨学金の場合：2.6万円（年額：31.2万円）
・教育ローンの利子補給：0.3万円（年額：3.5万円）

【事業別内訳】（延べ人数）
・授業料減免：

 

0.003万人
・給付制奨学金：0.01万人
・教育ローン利子給付：0.02万人

1人当たり月額：
・国立大学：12.2万円
・私立大学：12.2万円

1人当たり月額：
・国立大学：10.4万円
・私立大学：10.1万円

●業績優秀者返還免除（H19実績）

 

０．２万人/４６億円

 

１人当たり２６９万円

＊＊私立大学の数値は全てＨ２０実績からの推計

勤労学生の所得から27万円を控除できる（住民税では26万円の控除）。

 

（制度適用者約８万人）
・勤労学生とは、①勤労による所得があること、②所得金額が65万円以下で、しかも勤労によらない所得が10万円以下であること
（＊給与所得者の場合、給与の収入金額が130万円以下であれば適用対象。（給与所得控除65万円を差し引くと所得金額が65万円以下）

③特定の学校（１条学校、専修・各種学校、一定の職業訓練施設）の学生や生徒であること。

＊（

 

）は全学生に占め
る対象者の割合

■

 
学生に対する経済的支援の全体像（博士課程）
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博士課程在学者数
経済的支援を

受ける学生数（※）
割 合

人文・社会科学 15215 6528 42.9%

理 学 6460 5747 89.0%

工 学 13927 10244 73.6%

農 学 4318 3259 75.5%

保 健 23898 6702 28.0%

その他 11089 2699 24.3%

不 明 - 975 -

合 計 74907 36154 48.3%

◎平成17年度のデータ

（出典：文部科学省「学校基本調査」及び「大学・公的研究機関等におけるポストドクター等の雇用状況調査」）

（※）財源別にのべ人数を調査したものであり、調査期間内に財源が変更になる場合
や複数の財源から支援を受けている場合は重複計上となる。

■

 
博士課程学生に対する経済的支援の状況（分野別）
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5,873 人,
53.7%

4,908 人,
44.9%

157 人,
1.4%

5,863 人,
56.3%

4,375 人,
42.0%

168 人,
1.6%

競争的 資金

寄付金 等

基盤的 経費等

72,482 人,
97.7%

72,455 人,
98.2%

904 人 ,
1.2% 450 人,

0.6%

1,501 人,
2.0% 214 人,

0.3%

競争的資金

寄付金等

基盤的経費等

１．

 

概要
優秀な大学院学生に対し、教育的配慮の下に、学部学生等に

 
対する助言や実験、実習等の教育補助業務を行わせ、大学院学生

 
が将来教員・研究者になるためのトレーニングの機会の提供を図る

 
とともに、これに対する手当支給により、大学院学生の処遇の改善

 
の一助とすることを目的とする。
２．

 

対象者
大学院に在籍する学生

３．

 

支給額の目安
一人当たり月額４．３万円（平成１５年度国立学校特別会計）

４．受給者数
７．４万人（平成１８年度実績）

１．

 

概要
大学等が行う研究プロジェクト等に、教育的配慮の下に、優秀な

 
大学院学生等を研究補助者として参画させ、若手研究者としての

 
研究遂行能力の育成、研究体制の充実を図るとともに、これに対

 
する手当支給により、大学院学生の処遇の改善の一助とすること

 
を目的とする。
２．

 

対象者
大学院に在籍する学生（主に博士課程）

 

等
３．

 

支給額の目安
一人当たり月額１０．３万円（平成１９年度グローバルCOE採択

 
拠点の平均値）
４．受給者数

１．０万人（平成１８年度実績）

リサーチ・アシスタント（RA）

ティーチング・アシスタント（ＴＡ） ※ＴＡ採用学生数の割合（財源別）

TA採用学

 

生数
全在学者数 割合

修士課

 

程

57,720 165,525 34.9％

博士課

 

程

16,299 75,365 21.6％

専門職

学位課

 

程 178 20,159 0.9%

合計 74,197 261,049 28.4%

※ＲＡ採用学生数の割合（平成18年度） ※ＲＡ採用学生数の割合（財源別）

※TA採用学生数の割合（平成18年度）

RA採用学生

 

数
全在学者数 割合

修士課

 

程
226 165,525 0.1％

博士課

 

程
10,165 75,365 13.5％

専門職

学位課

 

程 15 20,159 0.1%

合計 10,406 261,049 4.0%

外周：平成18年度

内周：平成17年度

外周：平成18年度

内周：平成17年度

■

 
ＴＡ・ＲＡの概要
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大学院教育支援
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大学院教育改革推進事業

 

テーマＡ

グローバルＣＯＥプログラム （平成２１年度予算額：３４２億円）
平成２２年度予定額：２６５億円

○ ２１世紀ＣＯＥの評価・検証を踏まえ、全国１４０の大学院（博士課程）専攻等における、国際的に卓越した教育研究拠点形

 
成のための取組を重点的に支援。特に、国内外の大学・機関との連携強化や、優れた若手研究者の育成機能強化のための

 
取組を充実。

対象：大学院研究科専攻等（博士課程レベル）

 

支援期間：５年間

 

（３年目に中間評価、終了後に事後評価を実施）

補助金額：年間上限５億円（但し

 

H２１年採択拠点は３億円）まで

実績：

 

平成１９～２１年度の３ヵ年で、９分野の公募を実施し、４１大学１４０拠点を採択。

施策の成果：

 

大学のマネジメントの強化、大学改革の活性化、大学院としての教育研究活動の充実強化（国内外の教員・ポスドク・学生
の結集、国際的な教育研究ネットワークの構築、異なる大学の学生・教員の交流促進、共同研究の増加等）、学生の能力の
向上（論文発表・学会発表の増加、海外経験の充実等）、優れた学生の経済的支援の充実（ＲＡ雇用充実等）

 

など

背景

概要・実績

○

 

平成２２年度は、平成１９～２１年度採択拠点（１４０拠点）に対する継続支援を実施。

○ 我が国が国際競争を勝ち抜くには、世界をリードする創造的な人材を養成することが不可欠であり、大学院において国際的

 
に卓越した教育研究拠点（＝ＣＯＥ（センター・オブ・エクセレンスの略））の形成を図ることが重要。

○ 教育振興基本計画や科学技術基本計画、中央教育審議会、科学技術・学術審議会、総合科学技術会議等の提言等におい

 
て、国際的に卓越した教育研究拠点形成の必要性が明記。

○ 国際競争力の高い大学院（拠点）の形成

 
○ 世界をリードする創造的な人材の養成
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グローバルＣＯＥプログラムの成果と具体的事例

◆

 

世界から見てグローバルＣＯＥプログラムの活動は高く評価されている

・「材料科学」「化学」「生物学・生化学」「物理学」の４分野を見ると、我が国に、論文被引用数シェア世界20位以内の大学拠点が13拠点存在（トムソン・ロイター社

 
調べ）。うち、12拠点（92％）がＧＣＯＥで活動中。また、その下の21～40位の8拠点のうち、7拠点（88％）がＧＣＯＥで活動中。

・ＧＣＯＥ採択拠点のうち、約90％の拠点が、海外の一流大学等との共同の交流・交換プログラム（学生や研究者の長期

派遣・長期受け入れプログラム、単位互換など）を設けている。

・平成21年10月のNature誌において、名古屋大学のＧＣＯＥ取組を中心とした特集記事が掲載。 名大のCOE取組を伝える
Nature誌の特集記事

○

 

東京大学大学院

 

医学研究科機能生物学専攻

 

「生体シグナルを基盤とする統合生命学」

・現在、被引用論文数シェアが世界第３位の一流拠点

・米国ＵＣサンフランシスコ校との学術交流を締結し、相互研修等を実施

・ＵＣサンフランシスコ校の多くの学生が卒業後に東大ポスドク職を希望

・論文発表数が増加。Nature誌、Science誌、Ｃｅｌｌ誌だけでも2年で25編発表
（うち博士学生が12編）

◆

 

各拠点において優れた教育研究活動を展開し、成果を上げている

○

 

東京工業大学大学院

 

総合理工学研究科物理電子システム創造専攻

 

「フォトニクス集積コアエレクトロニクス」

・ＵＣバークレイ校、ケンブリッジ大学との機関連携の下、高度な研究力、マネジメント力、国際性を
身に付けるプログラムを実行

・留学生数や論文数、大学・企業との共同研究数、海外との共同研究数が増加

○

 

大阪大学大学院

 

工学研究科マテリアル生産科学専攻

 

「構造・機能先進材料デザイン教育研究拠点」

・世界15大学・機関との教育研究協定の下で若手研究人材を育成

・2年間で518編の論文を発表。約半数（251編）が博士学生の論文

・世界で初めて、毒性のない赤色ＬＥＤの作製に成功するなど、多くの新機能材料を
創製し、Science誌などに成果を掲載。拠点の分野別世界ランキングも上昇
（2003年15位→2007年7位）

阪大GCOEの成果を伝える
Science誌

○

 

京都大学大学院

 

情報学研究科社会情報学専攻

 

「知識循環社会のための情報学教育研究拠点」

・若手リーダーシップ養成プログラムを設け、ある学生は、在学中にParallel Computing誌及び12編の
国際論文を発表し、ALGORITMY2009で招待講演。さらに、6件の特許を出願（うち3件は国際特許）

◆

 

地方から世界に発信できる教育研究

拠点も育てている

○

 

信州大学大学院

 

総合工学系研究科生命機能・ファ

 
イバー工学専攻

 

「国際ファイバー工学教育研究拠点」

・ファイバー工学系分野では世界トップの拠点（マンチェス

 
ター大、ノースカロライナ州立大と並ぶ三大拠点の１つ。

 
論文数は世界１位）であり、大学も本拠点を将来構想の

 
中核に据えている

○

 

帯広畜産大学大学院

 

畜産学研究科畜産衛生学
専攻

 

「アニマル・グローバル・ヘルス」開拓拠点

・北海道十勝の立地条件を活かし、BSEや鳥インフルエン

 
ザといった「食の安全」問題の解明に貢献する学際・複

 
合領域「畜産衛生学」のオンリーワン拠点を形成

・学生の論文発表数が増加、就職率も100％

○

 

近畿大学大学院

 

農学研究科水産学専攻／水産研

 
究所

 

「クロマグロ等の養殖科学の国際教育研究拠点」

・世界初のクロマグロ養殖技術を確立した実績を活かした

 
研究者養成プログラムにより、世界の食糧問題、環境問題

 
の解決に貢献
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グローバルＣＯＥプログラムにおける採択前後の指標の推移

・大学・研究機関との共同研究数

5,354件 → 7,309件（1,955件増、36.5％増）

（うち海外）

1,690件 → 2,199件（509件増、30.1％増）

・企業等との共同研究数

3,464件 → 4,400件（936件増、27.0％増）

（うち海外）

130件 →

 

185件（55件増、42.3％増）

・教員の国際学会での基調・招待講演回数

1,972回 → 2,369回（397回増、20.1％増）

○

 
拠点の研究力に関する指標 ○

 
拠点の教育力に関する指標

・博士課程学生の学会発表数

14,778回 → 15,360回（582回増、3.9％増）

・うち海外での発表数

4,621回 → 5,797回（1,176回増、25.4％増）

平成19年度採択拠点（63拠点）における採択前（平成18年度）と採択後（平成20年度）の２ヵ年の指標の推移

・博士課程修了者の就職率

74.96％ → 75.63％（全国平均は64.3％）

・博士課程学生のレフェリー付論文発表数

6,213本 → 7,335本（1,122本増、18.1％増）
・拠点における競争的研究資金（※）の獲得額

403億円

 

→

 

500億円（97億増、24.0％増）

※拠点形成費を除く

・外国人留学生数

2,049人 → 2,256人（207人増、10.1％増）

・教員のレフェリー付論文発表数

7,938本 → 8,328本（390本増、4.9％増）

・研究職への就職割合（大学、企業、公的研究機関等）

67.24％ → 69.88％（1,866人→2,025人）

○

 
ＧＣＯＥ採択の有無が、国際競争力のランキングに大きく影響

※

 

ﾄﾑｿﾝ・ﾛｲﾀｰ社が公表する4分野（材料科学、化学、物理学、生物学・生化学）における、2006年と2008年の論文被引用数ｼｪｱ・世界ﾗﾝｷﾝｸﾞを比較

・ＧＣＯＥの採択あり

 

→

 

ランキング上昇 または

 

現状維持：７５ ％

・ＧＣＯＥの採択なし

 

→

 

全て、ランキング下降 または 現状維持（上昇は無し）

【例】

 

京大（人文系拠点）

 

70.6％→97.4％

 

北大（化学系拠点）

 

65.0％→85.7％
東工大（材料系拠点）

 

78.1％→95.0％

 

熊本大（生命系拠点）

 

78.6％→91.0％
豊橋技科大（電子系拠点）

 

91.7％→100％
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大学院教育改革推進事業

 

テーマＢ

組織的な大学院教育改革推進プログラム （平成２１年度予算額：５７億円）
平成２２年度予定額：２２億円

○

 

平成２２年度は、平成２０、２１年度採択プログラム（９５件）に対する継続支援を実施。
また、１９年度採択プログラムの事後評価を実施するとともに、中教審の「大学院教育振興施策要綱」の検証作業の中で

 
も、本事業が大学院教育の実質化にもたらした効果の検証を実施。

○

 

大学院教育振興施策要綱（平成１８年３月）を踏まえ、明確な人材養成目的に沿った組織的・体系的なカリキュラムの構

 
築や、コースワークの改善など、大学院教育の実質化を図るための取組を支援。

対象：博士課程又は修士課程

 

支援期間：３年間

 

支援金額：年間２５百万円程度
採択実績：平成１９～２１年度の３ヵ年で、９１大学２２１件を採択

背景

概要・実績

○

 

知識基盤社会においては、高度な人材養成機能の強化が求められており、これまで大学院では、課程制大学院としての制

 
度的・財政的な整備を行いつつ、量的拡大を図ってきた。

→

 

大学院学生数：平成３年に比べて約２．７倍、人口1,000人当たり大学院学生数：日本（２人）、アメリカ（９人）

○

 

大学院教育の質を高め、深い専門知識と幅広い応用力を持つ人材を養成するためには、従来型の研究者養成を中心とした

 
教育手法には限界があり、各大学院が人材養成目的に沿って、組織的な教育体制を確立することが重要。

○

 

教育振興基本計画や科学技術基本計画、中央教育審議会、科学技術・学術審議会、総合科学技術会議等の提言等におい

 
て、大学院教育の質の向上や、大学院教育に対する投資の拡大の必要性が明記。

○ 大学院教育の実質化

 
○アカデミア・産業界など広く社会において活躍する人材の養成
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組織的な大学院教育改革推進プログラムの成果と具体的事例

○

 

東京農工大学大学院

 

工学府応用化学専攻
「科学立国人材育成プログラム」

◆

 

各大学院専攻等において、組織的な教育を展開

○

 

東北大学大学院

 

理学研究科
「理学の実践と応用を志す先端的科学者の養成」

○

 

慶應義塾大学大学院

 

政策・ﾒﾃﾞｨｱ研究科政策・ﾒﾃﾞｨｱ専攻
「社会イノベータ育成コースの創設」

○

 

同志社大学大学院

 

工学研究科機械工学専攻
「安全・安心の設計システム技術者養成課程」

・産業界の即戦力育成のため、修士１年から優れた
学生を選抜し、修士２年からの４年一貫教育による
ドクター取得カリキュラムを実践

・入学生が多様化、博士課程修了者の就職率が増加（76％→85％）

・他の専攻、研究科にも取組が波及

・理学研究科の６専攻が一体となって、組織的な教育プログラムを展開

・横断科目履修、英語講義等を通じて広域学際性を、海外研修、インター
ンシップを通じて実践的研究力を、英語プレゼン演習、セミナー開催を
通じて情報発信力、リーダーシップを身に付けさせるプログラム

・博士課程修了者の就職率が増加（55％→94％）、学生の博士後期課程
への進学希望が増加

・ベテラン設計者が激減し、我が国製品の信頼性低下が懸念される中、

 
国際標準に沿った機械の安全・安心設計ができる技術者を養成

・基礎学力や安全設計能力を保障するための教育カリキュラム・体験学

 
習、国際性を高めるための研修・実習を体系的に実施

・修士課程修了者の就職率は97％、博士課程修了者も全員就職

・修士課程を対象として、行政・ビジネスで活躍できる人材を養成

・国内外の起業家支援組織からの期待は高く、社会人学生が増加

◆

 

採択専攻では教育力に関する指標が伸びている

博士課程修了者の就職率推移

64.3%

63.2%
58.8%

57.4%

50.0%

55.0%

60.0%

65.0%

70.0%

75.0%

80.0%

H17修了者 H18修了者 H19修了者 H20修了者

就
職
率

・学生の学会発表数（博士＋修士）

27,938 回 → 30,926 回（2,988回増、10.7％増）

・うち海外での発表数（博士＋修士）

5,545 回 → 6,297 回（752回増、13.6％増）

・博士課程修了者の就職率

73.5 ％ → 74.8 ％（全国平均は64.3％）

・外国人留学生数（博士＋修士）

4,225 人 → 4,689 人（464人増、11.0％増）

平成19年度採択専攻（126件）における採択前（平成18年度）と

採択後（平成20年度）の２ヵ年の指標の推移

・修士課程修了者の就職・進学率

86.3 ％ → 89.2 ％（全国平均は85.3％）

74.8％※ 我が国の博士課程修了者

 
の就職率は年々向上してお

 
り、本プログラム採択専攻の

 
高い就職率が後押ししている。

※ このほか、大学教員の教育時間が平成14年度の年662時間

 
（24％）から、平成20年度は年782時間（27％）に増加

・研究職への就職割合（大学、企業、公的研究機関等）

55.0 ％ → 63.0 ％（1,210人→1,399人）



62

64%

36%

はい いいえ

36%

64%

◆

 

いまだ我が国の大学院は国際的に見て規模は小さい

日本 アメリカ イギリス フランス 韓国

大学院の学生数 26万人 252万人 56万人 52万人 29万人

人口1000人
当たりの学生数

2人 9人 9人 9人 6人

◆

 

大学院博士課程に対する社会人のニーズは増加傾向

2%

98%

94%

6%

◆

 

本プログラムに対する大学や社会から高い評価

※

 

21年度でプログラムが修了する大学の研究科長（126名）へのアンケート結果

Q1：プログラムの実施が大学全体に良い影響を
及ぼしているか

Q3：学生の学修成果の改善に効果があったか

Q2：教員の力量の改善に効果があったか

Q4：学生の進路の改善に効果があったか

Q5：企業等出口となる機関の反応は良いか Q6：地域社会や学生等の関係者から取組の
継続を要望されているか

Q7：他大学から視察や講演依頼を受けたか Q8：フォーラム等により取組の普及を図ったか

Q1～5： Q6～8：非常にそう思う ある程度そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

72%

25%
3%0%

76%

22%
2%0%

35%

59%

1%5%

32%

55%

10% 3%

45%

44%8% 3%

組織的な大学院教育改革推進プログラムの評価

【産学人材育成パートナーシップ】

（概要）

 

人材育成に関し、大学と産業界の連携を強化するため、双方の対話と取組の場として、

 
平成19年10月に創設。産学横断的な課題や、業種・分野的課題等について幅広く議論。

（全体会議委員）

 

日本経団連副会長、経済同友会幹事、日本商工会議所副会頭、

国立大学協会副会長、公立大学協会会長、私立大学協会会長、私立大学連盟会長

（主な意見）

・将来的には、大学も企業も、博士人材が充実して、日本の大学及び企業の研究開発の中心に

 
なっていくような時代が来る。（化学系企業顧問）

・産学が連携して、博士課程人材の幅広い知識、課題発見力・解決力、コミュニケーション能力、

 
リーダーシップ等の強化が必要。（バイオ系企業顧問）

【（社）日本経団連の要望】

 

（平成21年11月19日

 

文部科学大臣との懇談会）

・イノベーション創出基盤を強化するため、大学院における体系的コースワークの充実が必要。

【（社）日本経団連の提言】

 

「イノベーション創出を担う理工系博士の育成と活用を目指して」（平成19年7月30日）

・政府は、優れた教育プログラムやカリキュラムの開発・実施を行う大学への資金的支援を拡充する

 
とともに、新しい教育モデルの他大学への横展開を図る。

【（社）経済同友会の提言】

 

「18歳までに社会人としての基礎を学ぶ」（平成21年2月2日）

・教養教育で高い水準を目指す大学や、研究型の大学には、世界各国の大学と研究や教育の成果

 
を競い、戦略としての人材育成を担うための一層の取組を期待する。

・各大学はそれぞれの明確なビジョンに基づき、カリキュラムの作成を行うことに一層努めて欲しい。

【（社）関西経済同友会の提言】

 

「社会が求める大学の人材輩出戦略」（平成21年7月）

・大学が新しい時代に必要な教育を提供できる機関となることを願っている。そのためには、大学が

 
主体性をもって改革を推進するとともに、大学における取組を官民挙げて支援することが重要。

本プログラムに対する社会の評価は高く、また、大学院に対する社会人のニーズ・産業界の期待は高い。
他方、我が国の大学院は、諸外国と比較して規模が小さく、大学院の充実に努めていく必要がある。

◆

 

産業界は大学院教育の強化について強く要望

460

(5 . 4 % )

9 3 1

(9 .8 % )

9 0 2

(8 . 4 % )

1 ,3 4 3

(1 1 . 3 % )

1 , 4 6 7

(1 1 . 2 % )

1 ,5 7 5

(1 1 .0 % )

1 , 8 0 7

(1 2 . 3 % )

2 , 0 2 7

(1 3 . 1 % )

2 ,4 4 8

(1 5 . 1 % )

2 , 4 9 6

(1 4 . 7 % )

2 ,8 5 5

(1 6 .7 % )

3 ,1 8 7

(1 8 . 5 % )

3 , 9 5 2

(2 1 .7 % )

4 ,3 9 2

(2 4 .5 % )

4 , 7 0 9

(2 6 . 8 % )

5 , 2 5 7

(3 0 . 7 % )

5 ,4 1 7

(3 2 . 0 % )

8 ,5 0 5
9 , 4 8 1

10 , 6 8 1

1 1 ,8 5 2

13 ,0 7 4

14 , 3 4 5
1 4 ,6 8 3

15 , 4 9 1
1 6 ,2 3 8

17 , 0 2 3 17 , 1 2 8 1 7 ,2 3 4

18 , 2 3 2 17 , 9 4 4
17 , 5 5 3 17 , 1 3 1 1 6 ,9 2 6

0

1 ,0 0 0

2 ,0 0 0

3 ,0 0 0

4 ,0 0 0

5 ,0 0 0

6 ,0 0 0

7 ,0 0 0

8 ,0 0 0

9 ,0 0 0

1 0 ,0 0 0

3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9

0

2 ,0 0 0

4 ,0 0 0

6 ,0 0 0

8 ,0 0 0

1 0 ,0 0 0

1 2 ,0 0 0

1 4 ,0 0 0

1 6 ,0 0 0

1 8 ,0 0 0

2 0 ,0 0 0
社 会 人 入 学 者 数

全 入 学 者 数

（）全入学者に占める社会人の割合
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学問分野別・学位の種類別の大学院の現状
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学生数（平成20年度）

合計 12,828人（100％）

旧帝大 1,944人（15％）

その他国立 2,040人（16％）

公立 498人（4％）

大規模私学 3,035人（24％）

その他私学 5,311人（41％）

※大規模私学・・・入学定員2500人以上の大学

① ② ③

④

④ ⑤

（出典）学校基本調査（文部科学省）：①、③、④、⑤、⑥（最新は平成20年度調査）

 

平成19年度大学院活動状況調査（大学振興課）：②

進路状況（人文科学）
死亡・不詳
の者, 313 ,

6%

就職者,
2,320 , 45%

非就職者
等, 1,445 ,

28%

進学者,
1,056 , 21%

就職先の業種（人文科学）

研究者, 6,
0%

技術者,
109, 5%

大学教員,
52, 2%

大学以外の
学校の教
員, 313,

13%

管理的職業
従事者, 45,

2%その他の業
務, 194, 8%

販売・事務
業務, 919,

40%
その他専門
的・技術的
職業, 642,

28%
サービス職
業従事者,

57, 2%

※「進学者」のうち「就職している者」については「就職者」としても計上

就職率と進学率の推移（人文科学）

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

就職率 27.3 25.2 23.9 24.1 28.3 28.5 28.1 30.6 30.5 35.3 41.7 45.5 

進学率 35.1 30.5 30.6 32.1 27.5 26.0 26.9 25.3 24.6 23.9 21.0 20.6 

H3 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

（％）

入学充足率の推移（人文科学）

75.2%
80.7%82.5%81.1%80.7%

86.6%86.6%86.9%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

110.0%

120.0%

130.0%

140.0%

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

（％）入学定員数・入学者数の推移（人文科学）

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

定員数 5,798 6,061 6,329 6,596 6,636 6,876 7,166 7,426 

入学者数 5,039 5,251 5,481 5,320 5,382 5,674 5,783 5,582 

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

（人）

⑤ ⑥

■

 
人文科学分野の現状（修士）
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標準年限内の学位授与状況
（平成18年度）

163人／1651人 （10％）

教員１人当たり博士課程学生数

0.34人 ※人文・社会系の平均

教員１人当たり年間研究費

1772万円 ※人文・社会系の平均

学生数（平成20年度）

合計 7,508人（100％）

旧帝大 2,411人（32％）

その他国立 1,325人（18％）

公立 378人（5％）

大規模私学 1,970人（26％）

その他私学 1,424人（19％）

※大規模私学・・・入学定員2500人以上の大学

教員１人当たり研究支援者数

0.19人 ※人文・社会系の平均

※就職者のうち45人、非就職者等のうち115人の計160人
（12％）はポスドク等に進んでいたことが判明している（⑥）

① ② ③

⑦④ ⑤

⑧ ⑨ ⑩

教員１人当たり年間外部資金獲得額

149万円 ※人文・社会系の平均

⑪

⑫

（出典）学校基本調査（文部科学省）：①、②、③、④、⑤、⑦（最新は平成20年度調査）

 

平成19年度大学院活動状況調査（大学振興課）：⑥、⑧

 

平成20年科学技術研究調査（総務省統計局）：⑨、⑩、⑪、⑫

進路状況（人文科学）

死亡・不詳
の者, 341 ,

25%
就職者,
418 , 31%

非就職者
等, 589 ,

43%

進学者, 10
, 1%

就職率の推移（人文科学）

40.4

31.0 29.5 27.5
35.6

28.2 29.1 29.8 29.6 28.3
33.0 30.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

H3 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

（％）

※「進学者」のうち「就職している者」についても「就職者」として計上

就職先の業種（人文科学）

大学教員;
216; 52%

管理的職業
従事者; 2;

0%

研究者; 24;
6%

技術者; 4;
1%

その他の業
務; 26; 6%

販売・事務
業務; 28;

7%

サービス職
業従事者;

4; 1%

その他専門
的・技術的
職業; 56;

13%

大学以外の
学校の教

員; 58; 14%

※研究支援者は「研究補助者」、「技能者」、
「研究事務その他の関係者」の合計

入学充足率の推移（人文科学）

75.2%
77.9%

81.4%
85.2%86.8%85.7%

92.3%
98.3%96.2%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

110.0%

120.0%

130.0%

140.0%

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

（％）
入学定員数・入学者数の推移（人文科学）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

定員数 1,665 1,739 1,802 1,851 1,899 1,950 1,991 2,000 2,069 

入学者数 1,602 1,710 1,663 1,587 1,648 1,661 1,621 1,558 1,555 

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

（人）

■

 
人文科学分野の現状（博士）
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学生数（平成20年度）

合計 18,740人（100％）

旧帝大 1,333人（7％）

その他国立 3,569人（19％）

公立 1,156人（6％）

大規模私学 6,207人（33％）

その他私学 6,475人（35％）

※大規模私学・・・入学定員2500人以上の大学

① ② ③

⑥④ ⑤

（出典）学校基本調査（文部科学省）：①、③、④、⑤、⑥（最新は平成20年度調査）

 

平成19年度大学院活動状況調査（大学振興課）：②

進路状況（社会科学）

進学者,
918 , 11%

非就職者
等, 2,025

, 25%

就職者,
4,674 ,
57%

死亡・不
詳の者,
564 , 7%

就職先の業種（社会科学）

大学教員,
64, 1%

技術者,
353, 7%

研究者, 24,
1%

管理的職業
従事者,
333, 7%その他の業

務, 558,
12%

大学以外の
学校の教

員, 106, 2%

その他専門
的・技術的
職業, 397,

8%
サービス職
業従事者,
181, 4%

販売・事務
業務, 2727,

58%

※「進学者」のうち「就職している者」については「就職者」としても計上

就職率と進学率の推移（社会科学）

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

就職率 47.1 43.6 42.3 40.5 42.5 46.4 45.8 47.5 48.6 52.6 54.3 58.0 

進学率 24.7 21.5 21.4 20.2 18.9 15.4 14.4 14.8 13.6 13.5 11.8 11.2 

H3 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

（％）

入学充足率の推移（社会科学）

93.2% 96.1% 95.1%

84.5% 82.6%
77.7% 76.5% 74.8%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

110.0%

120.0%

130.0%

140.0%

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

（％）入学定員数・入学者数の推移（社会科学）

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

定員数 9,600 10,449 10,892 11,512 11,515 11,177 11,436 11,522 

入学者数 8,946 10,039 10,357 9,726 9,510 8,686 8,747 8,616 

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

（人）

■

 
社会科学分野の現状（修士）
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標準年限内の学位授与状況
（平成18年度）

284人／1609人 （18％）

教員１人当たり博士課程学生数

0.34人 ※人文・社会系の平均

教員１人当たり年間研究費

1772万円 ※人文・社会系の平均

学生数（平成20年度）

合計 7,315人（100％）

旧帝大 1,368人（19％）

その他国立 1,905人（26％）

公立 489人（7％）

大規模私学 2,523人（34％）

その他私学 1,030人（14％）

※大規模私学・・・入学定員2500人以上の大学

教員１人当たり研究支援者数

0.19人 ※人文・社会系の平均

※就職者のうち45人、非就職者等のうち73人の計118人
（10％）はポスドク等に進んでいたことが判明している（⑥）

① ② ③

⑦④ ⑤

⑧ ⑨ ⑩

教員１人当たり年間外部資金獲得額

149万円 ※人文・社会系の平均

⑪

⑫

進路状況（社会科学）
進学者,
33 , 3%

非就職者
等, 444 ,

36%

就職者,
517 , 41%

死亡・不
詳の者,

244 , 20%

就職先の業種（社会科学）

その他の業
務; 49; 9%

販売・事務
業務; 71;

13%

その他専門
的・技術的
職業; 21;

4%

サービス職
業従事者;

8; 2%

大学教員;
261; 49%

管理的職業
従事者; 31;

6% 研究者; 46;
9%

技術者; 10;
2%

大学以外の
学校の教
員; 29; 6%

※「進学者」のうち「就職している者」についても「就職者」として計上

就職率の推移（社会科学）

42.541.341.342.0
47.4

43.042.643.3
47.249.752.753.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

H3 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

（％）

※研究支援者は「研究補助者」、「技能者」、
「研究事務その他の関係者」の合計

入学充足率の推移（社会科学）

66.8% 65.4% 63.4% 65.0% 64.8% 63.2% 61.5%
58.5% 56.8%50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

110.0%

120.0%

130.0%

140.0%

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

（％）
入学定員数・入学者数の推移（社会科学）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

定員数 2,265 2,417 2,464 2,585 2,624 2,522 2,553 2,630 2,645 

入学者数 1,514 1,581 1,562 1,681 1,700 1,594 1,571 1,539 1,503 

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

（人）

■

 
社会科学分野の現状（博士）

（出典）学校基本調査（文部科学省）：①、②、③、④、⑤、⑦（最新は平成20年度調査）

 

平成19年度大学院活動状況調査（大学振興課）：⑥、⑧

 

平成20年科学技術研究調査（総務省統計局）：⑨、⑩、⑪、⑫
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学生数（平成20年度）

合計 11,467人（100％）

旧帝大 599人（5％）

その他国立 9,219人（80％）

公立 54人（0％）

大規模私学 847人（7％）

その他私学 748人（7％）

※大規模私学・・・入学定員2500人以上の大学

① ② ③

⑥④ ⑤

※「進学者」のうち「就職している者」については「就職者」としても計上

就職率と進学率の推移（教育）

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

就職率 68.6 54.8 53.2 51.3 53.0 58.3 58.6 60.3 58.4 59.4 61.5 65.8 

進学率 8.9 9.4 8.6 8.8 8.6 7.8 7.2 7.6 8.0 7.5 7.5 7.1 

H3 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

（％） 進路状況（教育）
死亡・不詳
の者, 145 ,

3%

就職者,
3,345 , 66%

非就職者
等, 1,233 ,

24%

進学者,
359 , 7%

就職先の業種（教育）

研究者, 12,
0%

技術者,
112, 3%

大学教員,
93, 3%

大学以外の
学校の教
員, 1961,

58%

管理的職業
従事者, 21,

1%

その他の業
務, 185, 6%

販売・事務
業務, 503,

15%

その他専門
的・技術的
職業, 403,

12%

サービス職
業従事者,

56, 2%

入学定員数・入学者数の推移（教育）

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

定員数 4,631 4,866 5,215 5,328 5,361 5,374 5,282 5,477 

入学者数 4,925 5,212 5,541 5,395 5,255 5,277 5,390 5,537 

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

（人）
入学充足率の推移（教育）

101.1%102.0%
98.2%98.0%

101.3%
106.3%107.1%106.3%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

110.0%

120.0%

130.0%

140.0%

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

（％）

（出典）学校基本調査（文部科学省）：①、③、④、⑤、⑥（最新は平成20年度調査）

 

平成19年度大学院活動状況調査（大学振興課）：②

■

 
教育学分野の現状（修士）



69

標準年限内の学位授与状況
（平成18年度）

100人／443人 （23％）

教員１人当たり博士課程学生数

0.14人

教員１人当たり年間研究費

1559万円

学生数（平成20年度）

合計 2,021人（100％）

旧帝大 652人（32％）

その他国立 765人（38％）

公立 11人（1％）

大規模私学 402人（20％）

その他私学 191人（9％）

※大規模私学・・・入学定員2500人以上の大学

教員１人当たり研究支援者数

0.19人

※就職者のうち7人、非就職者等のうち14人の計21人
（6％）はポスドク等に進んでいたことが判明している（⑦）

① ② ③

⑤
⑥ ⑥

⑧ ⑨ ⑩

教員１人当たり年間外部資金獲得額

95万円

⑪

⑫

※「進学者」のうち「就職している者」についても「就職者」として計上

※研究支援者は「研究補助者」、「技能者」、
「研究事務その他の関係者」の合計

就職率の推移（教育）

48.7 51.8

35.5
41.8

45.7 44.1

34.5

45.1 46.3 48.8 50.3 51.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

H3 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

（％） 進路状況（教育）

死亡・不詳
の者, 57 ,

16%

就職者,
179 , 50%

非就職者
等, 117 ,

33%

進学者, 3 ,
1%

就職先の業種（教育）

大学教員;
89; 48%

研究者; 14;
8%

技術者; 1;
1%

その他の業
務; 6; 3%

販売・事務
業務; 6; 3%

サービス職
業従事者;

3; 2%

その他専門
的・技術的
職業; 23;

13%

大学以外の
学校の教

員; 40; 22%

入学定員数・入学者数の推移（教育）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

定員数 324 348 358 360 380 398 402 465 459 

入学者数 347 373 377 374 429 412 410 432 453 

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

（人） 入学充足率の推移（教育）

98.7%
92.9%

102.0%103.5%

112.9%
103.9%105.3%107.2%107.1%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

110.0%

120.0%

130.0%

140.0%

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

（％）

（出典）学校基本調査（文部科学省）：①、②、③、④、⑤、⑦（最新は平成20年度調査）

 

平成19年度大学院活動状況調査（大学振興課）：⑥、⑧

 

平成20年科学技術研究調査（総務省統計局）：⑨、⑩、⑪、⑫

■

 
教育学分野の現状（博士）
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学生数（平成20年度）

合計 13,736人（100％）

旧帝大 4,416人（32％）

その他国立 4,951人（36％）

公立 1,086人（8％）

大規模私学 2,153人（16％）

その他私学 1,130人（8％）

※大規模私学・・・入学定員2500人以上の大学

① ② ③

⑥④ ⑤

（出典）学校基本調査（文部科学省）：①、③、④、⑤、⑥（最新は平成20年度調査）

 

平成19年度大学院活動状況調査（大学振興課）：②

進路状況（理学）

進学者,
1,137 ,
18%

非就職者
等, 293 ,

5%

就職者,
4,755 ,
76%

死亡・不
詳の者,
81 , 1%

就職先の業種（理学）

その他の業
務; 201; 4%

販売・事務
業務; 663;

14%

その他専門
的・技術的
職業; 97;

2%

サービス職
業従事者;

76; 2%

大学教員;
6; 0%

管理的職業
従事者; 35;

1%

研究者;
512; 11%

技術者;
2947; 61%

大学以外の
学校の教

員; 219; 5%

※「進学者」のうち「就職している者」については「就職者」としても計上

就職率と進学率の推移（理学）

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

就職率 63.5 61.0 58.4 56.6 60.9 62.7 60.8 62.5 64.8 66.7 71.9 75.9 

進学率 31.1 28.3 29.1 29.3 26.0 24.6 25.4 25.4 23.8 21.7 19.5 18.1 

H3 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

（％）

入学充足率の推移（理学）

100.6%

91.8% 91.3% 93.1% 95.8% 93.7%
90.6%

105.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

110.0%

120.0%

130.0%

140.0%

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

（％）
入学定員数・入学者数の推移（理学）

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

定員数 6,230 6,849 6,874 7,170 7,162 7,244 7,556 6,477 

入学者数 6,270 6,285 6,273 6,675 6,864 6,791 6,843 6,802 

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

（人）

■

 
理学分野の現状（修士）
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標準年限内の学位授与状況
（平成18年度）

853人／1696人 （50％）

教員１人当たり博士課程学生数

0.67人

教員１人当たり年間研究費

3270万円

学生数（平成20年度）

合計 5,313人（100％）

旧帝大 2,754人（52％）

その他国立 1,723人（32％）

公立 384人（7％）

大規模私学 325人（6％）

その他私学 127人（2％）

※大規模私学・・・入学定員2500人以上の大学

教員１人当たり研究支援者数

0.70人

※就職者のうち186人、非就職者等のうち261人の計447人
（28％）はポスドク等に進んでいたことが判明している（⑥）

① ② ③

⑦④
⑤

⑧ ⑨ ⑩

教員１人当たり年間外部資金獲得額

801万円

⑪

⑫

進路状況（理学）
進学者,
27 , 2%

非就職者
等, 483 ,

30%

就職者,
985 , 61%

死亡・不
詳の者,
115 , 7%

就職先の業種（理学）

その他の業
務; 31; 3%

販売・事務
業務; 49;

5%
その他専門
的・技術的
職業; 34;

3%

サービス職
業従事者;

3; 0%

大学教員;
123; 12%

管理的職業
従事者; 5;

1%

研究者;
427; 44%

技術者;
295; 30%

大学以外の
学校の教
員; 19; 2%

※「進学者」のうち「就職している者」についても「就職者」として計上

就職率の推移（理学）

51.5
48.7

53.2
46.2

51.4 50.0 48.0
52.5 51.9

48.0
53.9

61.2

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

H3 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

（％）

※研究支援者は「研究補助者」、「技能者」、
「研究事務その他の関係者」の合計

入学充足率の推移（理学）

84.1% 82.2%
75.6% 74.9% 75.1%

79.3%
72.2% 71.4%

63.9%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

110.0%

120.0%

130.0%

140.0%

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

（％）
入学定員数・入学者数の推移（理学）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

定員数 2,124 2,145 2,127 2,176 2,198 2,232 2,244 2,047 2,070 

入学者数 1,786 1,764 1,608 1,630 1,650 1,769 1,621 1,461 1,322 

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

（人）

■

 
理学分野の現状（博士）

（出典）学校基本調査（文部科学省）：①、②、③、④、⑤、⑦（最新は平成20年度調査）

 

平成19年度大学院活動状況調査（大学振興課）：⑥、⑧

 

平成20年科学技術研究調査（総務省統計局）：⑨、⑩、⑪、⑫
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学生数（平成20年度）

合計 65,277人（100％）

旧帝大 13,027人（20％）

その他国立 29,529人（45％）

公立 2,783人（4％）

大規模私学 12,438人（19％）

その他私学 7,500人（11％）

※大規模私学・・・入学定員2500人以上の大学

① ② ③

⑥④
⑤

（出典）学校基本調査（文部科学省）：①、③、④、⑤、⑥（最新は平成20年度調査）

 

平成19年度大学院活動状況調査（大学振興課）：②

就職先の業種（工学）

その他の業
務; 734; 3%

大学以外の
学校の教
員; 86; 0%

技術者;
22742; 83%

研究者;
1505; 5%

管理的職業
従事者; 94;

0%

大学教員;
50; 0%

サービス職
業従事者;
300; 1%

その他専門
的・技術的
職業; 271;

1%

販売・事務
業務; 1821;

7%

※「進学者」のうち「就職している者」については「就職者」としても計上

就職率と進学率の推移（工学）

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

就職率 88.5 87.1 84.7 83.0 84.8 85.1 82.5 83.7 86.0 87.5 89.0 90.1 

進学率 8.9 8.6 8.9 9.6 8.5 8.0 8.8 8.3 7.3 6.9 6.3 5.9 

H3 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

（％）

入学充足率の推移（工学）

115.4%

122.6%
126.3%129.7%130.8%132.1%

137.4%
131.8%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

110.0%

120.0%

130.0%

140.0%

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

（％）入学定員数・入学者数の推移（工学）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

定員数 21,366 21,867 22,730 23,214 24,242 25,387 25,962 27,327 

入学者数 28,156 30,046 30,015 30,370 31,436 32,070 31,840 31,531 

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

（人）

進路状況（工学）死亡・不
詳の者,
266 , 1%

就職者,
27,599 ,

90%

非就職者
等, 971 ,

3%

進学者,
1,805 , 6%

■

 
工学分野の現状（修士）
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標準年限内の学位授与状況
（平成18年度）

2008人／3888人 （52％）

教員１人当たり博士課程学生数

0.50人

教員１人当たり年間研究費

2257万円

学生数（平成20年度）

合計 13,755人（100％）

旧帝大 5,010人（36％）

その他国立 6,311人（46％）

公立 481人（3％）

大規模私学 1,178人（9％）

その他私学 775人（6％）

※大規模私学・・・入学定員2500人以上の大学

教員１人当たり研究支援者数

0.38人

※就職者のうち157人、非就職者等のうち359人の計516人
（14％）はポスドク等に進んでいたことが判明している（⑥）

① ② ③

⑦⑥ ⑤

⑧ ⑨ ⑩

教員１人当たり年間外部資金獲得額

558万円

⑪

⑫

進路状況（工学）
進学者,
19 , 1%

非就職者
等, 885 ,

24%

就職者,
2,501 ,
69%

死亡・不
詳の者,
231 , 6%

就職先の業種（工学）

その他の業
務; 122; 5%

大学以外の
学校の教
員; 84; 3%

技術者;
1050; 43%

研究者;
775; 31%

管理的職業
従事者; 50;

2%

大学教員;
354; 14%

サービス職
業従事者;

12; 0%

その他専門
的・技術的
職業; 31;

1%

販売・事務
業務; 30;

1%

※「進学者」のうち「就職している者」についても「就職者」として計上

就職率の推移（工学）

71.6
65.3

61.6 59.4 58.6 56.0 55.4
59.4 57.7 59.3 59.1

69.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

H3 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

（％）

※研究支援者は「研究補助者」、「技能者」、
「研究事務その他の関係者」の合計

入学充足率の推移（工学）

59.3%
62.5%61.9%

65.7%67.8%65.2%68.3%70.3%71.8%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

110.0%

120.0%

130.0%

140.0%

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

（％）入学定員数・入学者数の推移（工学）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

定員数 4,609 4,840 4,979 5,020 5,264 5,361 5,428 5,448 5,503 

入学者数 3,310 3,402 3,399 3,274 3,571 3,524 3,359 3,403 3,264 

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

（人）

■

 
工学分野の現状（博士）

（出典）学校基本調査（文部科学省）：①、②、③、④、⑤、⑦（最新は平成20年度調査）

 

平成19年度大学院活動状況調査（大学振興課）：⑥、⑧

 

平成20年科学技術研究調査（総務省統計局）：⑨、⑩、⑪、⑫
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学生数（平成20年度）

合計 9,108人（100％）

旧帝大 2,785人（31％）

その他国立 4,905人（54％）

公立 300人（3％）

大規模私学 582人（6％）

その他私学 536人（6％）

※大規模私学・・・入学定員2500人以上の大学

① ② ③

⑥④ ⑤

（出典）学校基本調査（文部科学省）：①、③、④、⑤、⑥（最新は平成20年度調査）

 

平成19年度大学院活動状況調査（大学振興課）：②

※「進学者」のうち「就職している者」については「就職者」としても計上

就職率と進学率の推移（農学）

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

就職率 70.9 59.9 57.8 57.5 60.2 61.8 60.8 62.0 66.6 69.0 74.4 77.0 

進学率 22.5 23.0 24.4 25.5 23.9 21.6 21.4 21.5 19.0 18.4 15.5 15.0 

H3 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

（％） 進路状況（農学）

進学者,
619 , 15%

非就職者
等, 277 ,

7%

就職者,
3,165 ,
77%

死亡・不
詳の者,
52 , 1%

就職先の業種（農学）

大学教員,
13, 0%

技術者,
1706, 54%

研究者,
377, 12%

管理的職業
従事者, 32,

1%
その他の業
務, 184, 6%

大学以外の
学校の教
員, 57, 2%

その他専門
的・技術的
職業, 110,

3%

サービス職
業従事者,

89, 3%

販売・事務
業務, 600,

19%

入学定員数・入学者数の推移（農学）

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

定員数 3,272 3,342 3,445 3,451 3,487 3,361 3,362 3,858 

入学者数 3,767 3,938 3,877 3,980 4,030 4,086 4,025 4,374 

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

（人）
入学充足率の推移（農学）

115.1% 117.8%
112.5% 115.3% 115.6%

121.6% 119.7%
113.4%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

110.0%

120.0%

130.0%

140.0%

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

（％）

■

 
農学分野の現状（修士）
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標準年限内の学位授与状況
（平成18年度）

628人／1231人 （51％）

教員１人当たり博士課程学生数

0.67人

教員１人当たり年間研究費

2231万円

学生数（平成20年度）

合計 4,113人（100％）

旧帝大 1,618人（39％）

その他国立 2,041人（50％）

公立 128人（3％）

大規模私学 100人（2％）

その他私学 225人（5％）

※大規模私学・・・入学定員2500人以上の大学

教員１人当たり研究支援者数

0.60人

※就職者のうち122人、非就職者等のうち193人の計315人
（30％）はポスドク等に進んでいたことが判明している（⑥）

① ② ③

⑦④ ⑤

⑧ ⑨ ⑩

教員１人当たり年間外部資金獲得額

539万円

⑪

⑫

※「進学者」のうち「就職している者」についても「就職者」として計上

※研究支援者は「研究補助者」、「技能者」、
「研究事務その他の関係者」の合計

就職率の推移（農学）

65.0

52.551.650.249.148.0
52.3

49.847.148.352.0

61.9

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

H3 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

（％） 進路状況（農学）
進学者, 9

, 1%

非就職者
等, 339 ,

32%

就職者,
686 , 64%

死亡・不
詳の者,
31 , 3%

就職先の業種（農学）
その他の業
務; 30; 4%販売・事務

業務; 17;
2%

その他専門
的・技術的
職業; 28;

4%

サービス職
業従事者;

5; 1%

大学教員;
98; 14%

管理的職業
従事者; 13;

2%

研究者;
375; 55%

技術者;
117; 17%

大学以外の
学校の教
員; 9; 1%

入学定員数・入学者数の推移（農学）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

定員数 927 984 967 974 986 1,017 1,080 1,118 1,126 

入学者数 1,143 1,192 1,160 1,112 1,092 1,063 1,057 1,131 1,006 

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

（人）
入学充足率の推移（農学）

89.3%

101.2%
97.9%

104.5%
110.8%

114.2%
120.0%121.1%123.3%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

110.0%

120.0%

130.0%

140.0%

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

（％）

■

 
農学分野の現状（博士）

（出典）学校基本調査（文部科学省）：①、②、③、④、⑤、⑦（最新は平成20年度調査）

 

平成19年度大学院活動状況調査（大学振興課）：⑥、⑧

 

平成20年科学技術研究調査（総務省統計局）：⑨、⑩、⑪、⑫
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学生数（平成20年度）

合計 13,283人（100％）

旧帝大 2,170人（16％）

その他国立 4,327人（33％）

公立 1,705人（13％）

大規模私学 1,045人（8％）

その他私学 4,036人（30％）

※大規模私学・・・入学定員2500人以上の大学

① ② ③

⑥
④ ⑤

（出典）学校基本調査（文部科学省）：①、③、④、⑤、⑥（最新は平成20年度調査）

 

平成19年度大学院活動状況調査（大学振興課）：②

※「進学者」のうち「就職している者」については「就職者」としても計上

就職率と進学率の推移（保健）

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

就職率 80.5 71.0 68.5 67.4 69.5 70.3 68.9 69.8 68.1 71.3 74.7 77.1 

進学率 16.4 19.6 19.9 20.6 20.0 20.7 19.7 20.5 19.8 18.2 16.5 15.3 

H3 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

（％） 進路状況（保健）

進学者,
811 , 15%

非就職者
等, 357 ,

7%

就職者,
3,987 ,
75%

死亡・不
詳の者,
144 , 3%

就職先の業種（保健）

その他の業
務; 75; 2%

販売・事務
業務; 239;

6%

その他専門
的・技術的
職業; 2287;

55%

サービス職
業従事者;

64; 2%

大学教員;
222; 5%

管理的職業
従事者; 19;

0%
研究者;

474; 12%

技術者;
561; 14%

大学以外の
学校の教

員; 144; 4%

入学定員数・入学者数の推移（保健）

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

定員数 2,943 3,243 3,729 4,115 4,466 4,832 5,122 5,066 

入学者数 3,048 3,424 4,146 4,566 5,075 5,353 5,755 5,741 

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

（人）
入学充足率の推移（保健）

113.3%112.4%110.8%113.6%111.0%111.2%
105.6%103.6%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

110.0%

120.0%

130.0%

140.0%

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

（％）

■

 
保健分野の現状（修士）
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学生数（平成20年度）

合計 24,134人（100％）

旧帝大 5,873人（24％）

その他国立 10,785人（45％）

公立 1,838人（8％）

大規模私学 1,109人（5％）

その他私学 4,529人（19％）

※大規模私学・・・入学定員2500人以上の大学

※就職者のうち343人、非就職者等のうち155人の計498人
（10％）はポスドク・医員等に進んでいたことが判明している（⑥）

① ② ③

④ ⑤ ⑦

※「進学者」のうち「就職している者」についても「就職者」として計上

就職率の推移（保健）

79.3
76.9 74.1 71.9 72.1

74.7 72.2 71.6
75.9 76.1 77.3 77.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

H3 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

（％）
進路状況（保健）

進学者,
65 , 1%

臨床研修
医, 29 ,

1%

死亡・不
詳の者,
263 , 5%

就職者,
3,891 ,
77%

非就職者
等, 826 ,

16%

就職先の業種（保健）

その他の業
務; 32; 1%

販売・事務
業務; 7; 0%

その他専門
的・技術的
職業; 2409;

62%

サービス職
業従事者;

9; 0%

大学教員;
825; 21%

管理的職業
従事者; 8;

0%

研究者;
466; 12%

技術者;
113; 3%

大学以外の
学校の教
員; 38; 1%

入学定員数・入学者数の推移（保健）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

定員数 5,716 6,069 6,347 6,449 6,512 6,743 6,804 6,808 6,774 

入学者数 5,189 5,339 5,395 5,561 6,001 5,756 5,696 5,289 5,672 

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

（人） 入学充足率の推移（保健）

90.8%
88.0%

85.0% 86.2%
92.2%

85.4% 83.7%
77.7%

83.7%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

110.0%

120.0%

130.0%

140.0%

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

（％）

標準年限内の学位授与状況
（平成18年度）

3419人／6085人 （56％）

教員１人当たり博士課程学生数

0.40人

教員１人当たり年間研究費

1675万円
教員１人当たり研究支援者数

0.31人

⑧ ⑨ ⑩

教員１人当たり年間外部資金獲得額

385万円

⑪

⑫

※研究支援者は「研究補助者」、「技能者」、
「研究事務その他の関係者」の合計

■

 
保健分野の現状（博士）

（出典）学校基本調査（文部科学省）：①、②、③、④、⑤、⑦（最新は平成20年度調査）

 

平成19年度大学院活動状況調査（大学振興課）：⑥、⑧

 

平成20年科学技術研究調査（総務省統計局）：⑨、⑩、⑪、⑫
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学問分野別の進路フロー推計
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大学学部卒業者（約9.1万人）
約6.2万人
（約68%）

※推計値

大学教員
20人

大学院修士課程修了者（約5100人）

進学者

約4900人
（約5%）

・教員・公務等

 

約4100人※推計値
・留学等

 

約2200人
・非就職者

 

約1.5万人
・不明

 

約2300人

※博士課程（前期）／修士課程入学者

 

約5500人
（専門職学位課程入学者

 

約100人）

約1700人
（約34%）

※推計値

大学教員
52人

大学院博士課程修了者（約1400人）

進学者

約1100人
（約21%）

・教員・公務等

 

約600人※推計値
・留学等

 

約100人
・非就職者

 

約1400人
・不明

 

約300人

※博士課程（後期）入学者

 

約1400人

約100人
（約5%）

※推計値

大学教員
216人

ポスドク等
160人

進学者
10人

・教員・公務等

 

約100人※推計値
・留学等

 

約30人
・非就職者

 

約400人
・不明

 

約300人

民間企業
アカデミア

※平成20年度学校基本調査（文部科学省）及び平成19年度大学院活動状況調査（文部科学省大学振興課）より作成（一部推計）

■

 
学問分野別の進路フロー推計（人文科学）
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大学学部卒業者（約20.6万人）
約15.0万人
（約73%）

※推計値

大学教員
8人

大学院修士課程修了者（約8200人）

進学者

約7900人
（約4%）

・教員・公務等

 

約9900人※推計値
・留学等

 

約3400人
・非就職者

 

約3.0万人
・不明

 

約5300人

※博士課程（前期）／修士課程入学者

 

約8000人
（専門職学位課程入学者

 

約8100人）

約4000人
（約48%）

※推計値

大学教員
64人

大学院博士課程修了者（約1200人）

進学者

約900人
（約11%）

・教員・公務等

 

約700人※推計値
・留学等

 

約100人
・非就職者

 

約1900人
・不明

 

約600人

※博士課程（後期）入学者

 

約1300人

約100人
（約10%）

※推計値

大学教員
261人

ポスドク等
118人

進学者
33人

・教員・公務等

 

約100人※推計値
・留学等

 

約20人
・非就職者

 

約300人
・不明

 

約200人

民間企業
アカデミア

※平成20年度学校基本調査（文部科学省）及び平成19年度大学院活動状況調査（文部科学省大学振興課）より作成（一部推計）

■

 
学問分野別の進路フロー推計（社会科学）



81

大学学部卒業者（約3.4万人）
約1.3万人
（約38%）

※推計値

大学教員
36人

大学院修士課程修了者（約5100人）

進学者

約2900人
（約9%）

・教員・公務等

 

約1.1万人※推計値
・留学等

 

約600人
・非就職者

 

約5700人
・不明

 

約400人

※博士課程（前期）／修士課程入学者

 

約4900人
（専門職学位課程入学者

 

約700人）

約1000人
（約20%）

※推計値

大学教員
93人

大学院博士課程修了者（約400人）

進学者

約400人
（約7%）

・教員・公務等

 

約2200人※推計値
・留学等

 

約40人
・非就職者

 

約1200人
・不明

 

約100人

※博士課程（後期）入学者

 

約400人

約40人
（約10%）

※推計値

大学教員
89人

ポスドク等
21人

進学者
3人

・教員・公務等

 

約50人※推計値
・留学等

 

約10人
・非就職者

 

約100人
・不明

 

約60人

民間企業
アカデミア

※平成20年度学校基本調査（文部科学省）及び平成19年度大学院活動状況調査（文部科学省大学振興課）より作成（一部推計）

■

 
学問分野別の進路フロー推計（教育）
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大学学部卒業者（約1.9万人）
約8000人
（約42%）

※推計値

大学教員
4人

大学院修士課程修了者（約6300人）

進学者

約8100人
（約43%）

・教員・公務等

 

約1000人※推計値
・留学等

 

約200人
・非就職者

 

約1600人
・不明

 

約200人

※博士課程（前期）／修士課程入学者

 

約6600人

約4300人
（約69%）

※推計値

大学教員
6人

大学院博士課程修了者（約1600人）

進学者

約1100人
（約18%）

・教員・公務等

 

約400人※推計値
・留学等

 

約20人
・非就職者

 

約300人
・不明

 

約100人

※博士課程（後期）入学者

 

約1200人

約400人
（約26%）

※推計値

大学教員
123人

ポスドク等
447人

進学者
27人

・教員・公務等

 

約300人※推計値
・留学等

 

約20人
・非就職者

 

約200人
・不明

 

約100人

民間企業
アカデミア

※平成20年度学校基本調査（文部科学省）及び平成19年度大学院活動状況調査（文部科学省大学振興課）より作成（一部推計）

■

 
学問分野別の進路フロー推計（理学）



83

大学学部卒業者（約9.5万人）
約5.5万人
（約58%）

※推計値

大学教員
12人

大学院修士課程修了者（約3.1万人）

進学者

約3.1万人
（約33%）

・教員・公務等

 

約2500人※推計値
・留学等

 

約700人
・非就職者

 

約4800人
・不明

 

約600人

※博士課程（前期）／修士課程入学者

 

約3.2万人
（専門職学位課程入学者

 

約100人）

約2.7万人
（約87%）

※推計値

大学教員
50人

大学院博士課程修了者（約3600人）

進学者

約1800人
（約6%）

・教員・公務等

 

約800人※推計値
・留学等

 

約40人
・非就職者

 

約900人
・不明

 

約300人

※博士課程（後期）入学者

 

約3000人

約1500人
（約42%）

※推計値

大学教員
354人

ポスドク等
516人

進学者
19人

・教員・公務等

 

約500人※推計値
・留学等

 

約50人
・非就職者

 

約500人
・不明

 

約200人

民間企業
アカデミア

※平成20年度学校基本調査（文部科学省）及び平成19年度大学院活動状況調査（文部科学省大学振興課）より作成（一部推計）

■

 
学問分野別の進路フロー推計（工学）
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大学学部卒業者（約1.6万人）
約8200人
（約51%）

※推計値

大学教員
12人

大学院修士課程修了者（約4100人）

進学者

約4400人
（約27%）

・教員・公務等

 

約1900人※推計値
・留学等

 

約200人
・非就職者

 

約1300人
・不明

 

約100人

※博士課程（前期）／修士課程入学者

 

約4400人

約2800人
（約67%）

※推計値

大学教員
13人

大学院博士課程修了者（約1100人）

進学者

約600人
（約15%）

・教員・公務等

 

約400人※推計値
・留学等

 

約20人
・非就職者

 

約300人
・不明

 

約50人

※博士課程（後期）入学者

 

約900人

約200人
（約18%）

※推計値

大学教員
98人

ポスドク等
315人

進学者
9人

・教員・公務等

 

約300人※推計値
・留学等

 

約20人
・非就職者

 

約100人
・不明

 

約30人

民間企業
アカデミア

※平成20年度学校基本調査（文部科学省）及び平成19年度大学院活動状況調査（文部科学省大学振興課）より作成（一部推計）

■

 
学問分野別の進路フロー推計（農学）
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大学学部卒業者（約4.1万人）
約8100人
（約20%）

※推計値

大学教員
27人

大学院修士課程修了者（5300人）

進学者

約4300人
（約11%）

・薬剤師・公務等

 

約1.5万人※推計値

・研修医

 

約8900人
・留学等

 

約400人
・非就職者

 

約3200人
・不明

 

約300人

※博士課程（前期）／修士課程入学者

 

約6600人
（専門職学位課程入学者

 

約100人）

約1800人
（約33%）

※推計値

大学教員
222人

大学院博士課程修了者（5100人）

進学者

約800人
（約15%）

・薬剤師・公務等

 

約2100人※推計値

・留学等

 

約10人
・非就職者

 

約300人
・不明

 

約100人

※博士課程（後期）入学者

 

約5800人

約100人
（約3%）

※推計値

大学教員
825人

ポスドク・医員等

498人

進学者
65人

・医師・公務等

 

約2600人※推計値

・研修医・留学等

 

約100人
・非就職者

 

約600人
・不明

 

約300人

民間企業
アカデミア

※平成20年度学校基本調査（文部科学省）及び平成19年度大学院活動状況調査（文部科学省大学振興課）より作成（一部推計）

■

 
学問分野別の進路フロー推計（保健）
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